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研
究
ノ
ー
ト
・
査
読
付
〕

大
阪
道
修
町
薬
種
問
屋
塩
野
義
商
店
の
製
薬
会
社
へ
の
発
展
に
つ
い
て

張　
　

文　

遠

は
じ
め
に

　

日
本
の
医
学
は
古
く
か
ら
漢
方
医
学
を
中
心
と
し
て
い
た
。
江
戸

時
代
半
ば
ま
で
の
日
本
の
医
薬
品
は
漢
方
薬
を
中
心
と
し
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
中
国
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
板
沢
武
雄
の
『
日
蘭
貿
易
史
』
や
石
井
孝
の
『
幕

末
貿
易
史
の
研
究
』
の
中
で
、
日
蘭
貿
易
の
内
容
や
、
幕
末
貿
易
に

お
け
る
「
唐
薬
種
」
の
品
目
・
取
引
総
額
な
ど
が
究
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
唐
薬
種
」
の
輸
入
の
進
展
に
つ
れ
て
、
国
内
で
も
「
和

薬
種
」
の
製
造
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
大

坂
の
道
修
町
が
薬
種
流
通
の
集
散
地
と
な
り
、
中
国
船
や
オ
ラ
ン
ダ

船
が
も
た
ら
し
た
「
唐
薬
種
」
が
長
崎
か
ら
運
ば
れ
、
唐
薬
問
屋
が

そ
れ
を
買
付
け
、
薬
種
中
買
仲
間
よ
り
全
国
の
薬
種
問
屋
・
合
薬
屋

な
ど
に
販
売
さ
れ
た
。「
和
薬
種
」
も
江
戸
・
駿
府
・
京
都
・
大

坂
・
堺
に
設
け
ら
れ
て
い
た
和
薬
種
改
会
所
で
検
査
さ
れ
、
全
国
に

流
通
し
た
。
だ
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
蘭
学
が
導
入

さ
れ
、『
解
体
新
書
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
西
洋
医
学
書
が
翻
訳
・

出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
世
紀
に
入
り
、
鳴
滝
塾
や
適
塾
な

ど
の
私
塾
が
開
設
さ
れ
る
と
、
西
洋
医
学
が
普
及
し
、
洋
薬
の
需
要

も
増
加
し
た
。
明
治
維
新
後
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
テ
オ

ド
ー
ル
・
ホ
フ
マ
ン
ら
の
学
者
が
ド
イ
ツ
か
ら
招
聘
さ
れ（（
（

、
日
本
医

学
の
大
勢
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
と
移
行
し
た
。
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こ
う
し
て
、
西
洋
医
学
の
導
入
と
と
も
に
洋
薬
の
輸
入
・
使
用
が

増
加
し
た
も
の
の
、
国
内
で
は
簡
単
な
薬
で
も
生
産
で
き
ず
外
国
品

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
外
国
品
の
模
倣
も
行
わ
れ
た
が
、
不
良
薬

品
が
続
出
し
た
た
め
、
一
八
七
四
年
に
東
京
司
薬
場
、
翌
年
に
大
阪

司
薬
場
な
ど
の
薬
品
検
査
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。
不
良
薬
品
を
取
り

締
ま
り
、
製
薬
事
業
の
発
展
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
政
府
は
製
薬
業

を
免
許
制
度
に
す
べ
く
「
製
薬
免
許
手
続
」
を
一
八
七
六
年
に
公
布

し
た
。
ま
た
東
京
医
学
校
（
第
一
学
区
医
学
校
（
に
製
薬
学
科
を
創

設
し
、
薬
事
制
度
の
整
備
や
薬
品
製
造
の
研
究
指
導
を
行
う
な
ど
政

府
は
洋
薬
の
国
産
化
を
目
指
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結

果
、
一
八
八
五
年
半
官
半
民
の
大
日
本
製
薬
会
社
が
東
京
で
設
立
さ

れ
、
洋
薬
製
造
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
薬
種
問
屋
や
輸
入
薬
商

な
ど
の
中
か
ら
洋
薬
の
製
造
を
手
掛
け
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
製
薬

会
社
に
発
展
し
た
例
も
多
数
み
ら
れ
る（（
（

。
そ
の
な
か
で
、
本
稿
で
は

大
阪
道
修
町
の
塩
野
義
三
郎
商
店
を
取
り
上
げ
、
薬
種
問
屋
か
ら
製

薬
会
社
へ
の
成
長
・
発
展
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た

い
。

　

薬
種
問
屋
か
ら
製
薬
会
社
へ
発
展
し
た
企
業
に
関
す
る
最
近
の
先

行
研
究
を
み
る
と
、
山
下
麻
衣
氏
の
著
書
『
医
薬
を
近
代
化
し
た
研

究
と
戦
略
』
が
あ
る
。
同
書
で
は
、
武
田
薬
品
工
業
の
歴
代
当
主
の

中
か
ら
、
創
業
者
の
初
代
長
兵
衛
と
和
漢
薬
か
ら
洋
薬
へ
の
転
換
を

は
か
っ
た
四
代
目
長
兵
衛
、
個
人
企
業
か
ら
株
式
会
社
へ
の
発
展
を

は
か
っ
た
五
代
目
長
兵
衛
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
三
共
の
創
業

者
塩
原
又
策
氏
に
も
注
目
し
て
、
武
田
と
三
共
の
両
社
が
歴
史
的
に

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
製
薬
会
社
に
成
長
し
た
か
を
論
じ
て
い
る（（
（

。

ま
た
安
士
昌
一
郎
氏
は
「
日
本
国
内
医
薬
品
産
業
社
史
に
関
す
る
一

考
察
」
と
い
う
論
稿
で
、
武
田
と
塩
野
義
の
社
史
を
中
心
に
し
て
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
製
薬
事
業
に
お
け
る
内
容
の
変
化
や
近

代
化
に
つ
い
て
経
営
史
的
な
視
点
か
ら
概
観
し
た（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
十
分
な
一
次
資
料
に
基
づ
く
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
幸
い
に
し
て
戦
前
の
塩
野
義
商
店
に
つ

い
て
は
、
そ
の
営
業
報
告
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を

取
り
上
げ
、
そ
の
経
営
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
製
薬
会

社
と
し
て
の
成
立
と
そ
の
発
展
過
程
の
解
明
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し

た
い
。
本
稿
の
第
一
節
で
は
、
初
代
塩
野
義
三
郎
が
薬
種
問
屋
塩
野

義
三
郎
商
店
を
創
業
し
、
そ
れ
を
株
式
会
社
に
改
組
す
る
ま
で
の
時

期
を
取
り
上
げ
る
。
製
薬
へ
の
試
み
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第
一

次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
製
薬
事
業
の
発
展
に
注
目
す
る
。
第
二
節

で
は
、
株
式
会
社
に
改
組
さ
れ
た
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
六
年
ま

で
の
経
営
動
向
を
検
討
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
国
内
経
済
の
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悪
化
か
ら
輸
入
品
の
販
売
不
振
が
続
い
た
。
二
代
目
義
三
郎
は
研
究

組
織
を
整
備
し
、
自
社
の
製
薬
技
術
を
高
め
た
。
ま
た
、
製
薬
工
場

の
拡
大
や
増
設
に
よ
っ
て
製
薬
能
力
も
増
大
し
た
。
こ
う
し
て
、
塩

野
義
商
店
の
事
業
の
中
心
は
製
薬
事
業
へ
転
換
し
た
。
株
式
会
社
塩

野
義
商
店
『
営
業
報
告
書
（
自
第
一
期
大
正
八
年
六
月　

至
第
四
四

期
昭
和
一
六
年
五
月
（』
な
ど
に
基
づ
い
て
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い

て
具
体
的
分
析
を
行
う
。
第
三
節
で
は
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四

三
年
の
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
へ
の
改
称
ま
で
の
時
期
を
取
り
上
げ
、

塩
野
義
の
自
社
製
薬
品
の
生
産
・
販
売
の
増
大
と
販
売
拠
点
の
拡
大

に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一　

塩
野
義
三
郎
商
店
の
創
業
と
成
長

（
1
）　 

和
漢
薬
か
ら
洋
薬
へ
の
転
換
と
製
薬
へ
の
試
み

　

初
代
塩
野
義
三
郎
は
、
道
修
町
薬
種
商
・
二
代
塩
野
屋
吉
兵
衛
の

三
男
と
し
て
一
八
五
四
年
に
生
ま
れ
た
。
二
代
吉
兵
衛
の
長
男
豊
太

郎
は
一
八
七
〇
年
三
代
目
吉
兵
衛
を
襲
名
し
て
お
り
、
義
三
郎
は
一

八
七
四
年
に
分
家
し
た
。
初
代
塩
野
義
三
郎
は
こ
う
し
て
一
八
七
八

年
に
薬
種
問
屋
「
塩
野
義
三
郎
商
店
」
を
創
業
し
、
高
貴
な
和
漢
薬

を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
た
。
創
業
当
初
は
好
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、

西
洋
医
学
の
普
及
に
よ
り
洋
薬
に
対
す
る
需
要
が
増
大
し
た
こ
と
で
、

店
の
営
業
は
不
調
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
和
漢
薬
を
凌
駕
し
て
い
く
薬

品
市
場
の
趨
勢
を
み
て
、
初
代
塩
野
義
三
郎
は
一
八
八
六
年
に
和
漢

薬
の
取
扱
い
を
や
め
、
洋
薬
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
略
が

功
を
奏
し
て
、
同
商
店
の
利
益
は
再
び
増
加
し
は
じ
め
た
。
と
同
時

に
、
彼
は
製
薬
事
業
に
も
関
心
を
抱
き
、
一
八
八
七
年
頃
か
ら
洋
薬

の
製
造
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。　

　

最
初
は
硫
酸
や
塩
化
錫
な
ど
の
製
造
を
試
み
た
が
失
敗
し
た
。
一

九
〇
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
薬
学
科
を
卒
業
し
た
次
男
長
次

郎
が
イ
ン
ド
な
ど
の
製
薬
産
業
を
視
察
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
工

場
を
再
開
し
た
が
、
材
料
や
試
験
装
置
が
悪
く
失
敗
し
た
。
同
年
末
、

義
三
郎
商
店
の
管
理
薬
剤
師
が
府
立
大
阪
医
科
大
学
の
小
児
科
医
長

高
洲
謙
一
郎
博
士
か
ら
ド
イ
ツ
の
著
作
の
な
か
に
あ
る
制
酸
剤
の
製

造
方
法
の
教
示
を
受
け
、
長
次
郎
が
試
験
製
造
を
は
じ
め
、
後
に
商

品
化
に
成
功
し
た
。
こ
れ
が
、
塩
野
義
三
郎
商
店
が
一
九
〇
九
年
八

月
発
売
し
た
健
胃
制
酸
新
薬
ア
ン
タ
チ
ヂ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機

に
、
義
三
郎
は
本
格
的
な
新
薬
製
造
事
業
を
展
開
す
べ
く
塩
野
製
薬

所
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、
当
時
輸
入
薬
品
の
競
争
圧
力
が
強
く
、

製
薬
所
は
赤
字
が
続
い
た
。
長
次
郎
は
こ
の
難
局
を
克
服
す
る
た
め

に
は
学
識
経
験
の
あ
る
技
術
指
導
者
が
必
要
と
考
え
、
ド
イ
ツ
か
ら

帰
国
し
た
近
藤
平
三
郎
薬
学
博
士
に
顧
問
を
依
頼
し
、
技
術
指
導
を
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仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
長
次
郎
は
近
藤
博
士
の
同
期
生
で
あ

る
渡
辺
又
治
郎
薬
学
士
か
ら
の
指
導
を
う
け
、
ヂ
ギ
タ
リ
ス
製
剤
の

製
品
化
（
心
臓
新
薬
「
ヂ
ギ
タ
ミ
ン
」（
を
行
っ
た
が
、
輸
入
品
の
圧

力
が
強
く
、
自
家
製
新
薬
の
販
売
は
不
振
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
第
一
次
世
界
大
戦
に
と
も
な
う
外
国
医
薬
品
の
輸
入
の
停
止
に

よ
っ
て
、
ヂ
ギ
タ
ミ
ン
を
含
む
自
家
製
新
薬
の
販
売
が
躍
進
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。（

（
（

（
2
） 

　
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
発
展

　

一
九
一
四
年
七
月
二
八
日
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
は
、
日
本

の
薬
品
市
場
や
製
薬
事
業
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
薬
品
や
薬

材
の
大
部
分
は
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
て
い
た
の
で
、
開
戦
に
よ
っ
て
、

ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
が
途
絶
え
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
薬
品
の
欠

乏
と
価
格
の
高
騰
を
招
い
た
。

　

政
府
は
医
薬
品
を
確
保
す
る
た
め
に
、
同
年
八
月
二
七
日
に
国
内

薬
品
の
輸
出
を
制
限
す
る
「
戦
時
医
薬
品
輸
出
取
締
令
」
を
公
布
し

た
。
し
か
し
、
輸
出
を
制
限
す
る
だ
け
で
は
、
供
給
不
安
を
解
消
し

価
格
高
騰
を
抑
制
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
翌
年
政

府
は
製
薬
事
業
の
奨
励
・
補
助
を
す
る
た
め
に
「
染
料
医
薬
品
製
造

奨
励
法
」
を
公
布
し
た
。
そ
の
内
容
は
医
薬
品
製
造
業
（
会
社
資
本

金
五
〇
万
円
以
上
（
に
対
す
る
一
〇
年
間
の
補
助
金
の
交
付
と
薬
品

試
験
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
製
造
方
法
な
ど
の
公
表
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
製
薬
振
興
策
に
よ
っ
て
、
新
た
な
製
薬
会
社
の
発
足
や
合

併
が
み
ら
れ
、
既
成
設
備
と
技
術
の
改
良
も
進
み
、
途
絶
え
た
輸
入

薬
品
の
多
く
が
国
内
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

国
内
の
製
薬
工
業
が
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
急
速
に
成
長
し
た
。（

（
（

　

塩
野
義
三
郎
商
店
も
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
大
き
く
発
展
し

た
。
薬
種
問
屋
事
業
に
お
い
て
、
塩
野
義
三
郎
商
店
の
売
上
高
は 

一
九
一
四
年
の
六
一
万
円
か
ら
一
九
一
六
年
に
は
一
四
二
万
円
、
一

九
一
七
年
に
は
三
五
四
万
円
と
急
増
し
た
。
製
薬
事
業
に
お
い
て
は
、

岩
井
製
薬
所
の
創
設
や
赤
穂
分
工
場
の
増
設
な
ど
に
よ
り
生
産
能
力

を
拡
大
す
る
一
方
、
一
九
一
五
年
に
新
薬
の
研
究
開
発
と
製
薬
技
術

を
高
め
る
た
め
に
義
三
郎
商
店
独
自
の
研
究
機
関

─
乙
卯
研
究
所

が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
六
年
に
東
京
衛
生
試
験
所
か
ら

ア
ダ
リ
ン
（
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
社
製
催
眠
剤
（
の
合
成
法
が
発
表
さ

れ
る
と
、
塩
野
製
薬
所
の
技
術
者
は
乙
卯
研
究
所
の
指
導
を
受
け
て
、

化
学
名
ブ
ロ
ム
ヂ
エ
チ
ル
ア
セ
チ
ル
尿
素
の
合
成
に
成
功
し
、
一
九

一
七
年
に
「
ド
ル
ミ
ン
」
を
発
売
し
た
。
翌
年
に
は
ド
イ
ツ
・
リ

テ
ー
ル
社
の
緩
下
剤
ア
ペ
リ
ト
ー
ル
の
分
析
研
究
が
進
め
ら
れ
、
塩

酸
プ
ロ
カ
イ
ン
の
合
成
に
成
功
し
、
一
九
一
八
年
に
「
ネ
オ
カ
イ
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ン
」
を
発
売
し
た（（
（

。
表
（
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
中

の
輸
入
新
薬
の
国
産
代
替
品
一
〇
品
目
の
な
か
で
塩
野
義
は
新
商
品

の
ド
ル
ミ
ン
、
ネ
オ
カ
イ
ン
な
ど
を
含
む
五
品
目
の
薬
品
を
生
産
し

て
い
た
。
自
家
製
新
薬
の
研
究
開
発
と
製
造
能
力
が
こ
う
し
て
発
展

し
、
業
界
に
お
い
て
「
新
薬
の
塩
野
」
と
い
う
評
価
を
え
た
。

表 1 　第一次世界大戦中の輸入新薬に代わる主な国産代替薬品と製薬会社

輸入新薬 国産代用品 生　産　者

駆黴剤
サルバルサン

アーセミン
タンバルサン

ネオアーセミン

アーセミン商会
（第一製薬）

エーラミゾール
ネオスチバルサン

萬有舎密株式会社

アルサミノール
ネオアルサミノール

三共株式会社

サビオール
京都新薬堂

（日本新薬）

鎮静催眠剤
ブロムラール

カルモチン 近江屋長兵衛

ブロバリン 京都新薬堂

催眠鎮静剤
アダリン

ドルミン 塩野義三郎商店

局所麻酔剤
ノヴォカイン

バンカイン 萬有舎密株式会社

ネオカイン 塩野義三郎商店

局所麻酔剤
オルトフォルム

ヒポフォルム 塩野義三郎商店

殺菌剤
コラルゴール

コロイド銀
塩野義三郎商店

銀エレクロイド

不溶性局所麻酔剤
アネステジン

ノボロフォルム 武田長兵衛商店

補血栄養強壮剤
フェラトーゼ

ブルトーゼ 藤澤商店

強心剤
ヂガーレン

ヂギタミン 塩野義三郎商店

乳酸菌製剤
インテスチフェルミン

ビオフェルミン
株式会社神戸衛生実験所
（ビオフェルミン製薬）

出所：日本薬史学会編『日本医薬品産業史』（薬事日報社、（99（年）（8～（9頁より作
成。なお、生産者名は当時の名称に改めた。
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二　

株
式
会
社
塩
野
義
商
店
へ
の
改
組
と
大
正
期

の
経
営
動
向

（
1
）　
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
へ
の
改
組
当
時
の
株
主
構
成

　

一
九
一
九
年
六
月
五
日
、
塩
野
義
三
郎
は
、
そ
れ
ま
で
長
男
の
塩

野
正
太
郎
の
管
掌
し
て
き
た
薬
種
問
屋
・「
塩
野
義
三
郎
商
店
」
と

次
男
の
塩
野
長
次
郎
の
主
宰
し
て
き
た
製
薬
事
業
・「
塩
野
製
薬

所
」
と
を
合
併
し
て
、
株
式
会
社
「
塩
野
義
商
店
」
を
設
立
し
た
。

継
承
時
の
財
産
評
価
額
は
、「
塩
野
義
三
郎
商
店
一
〇
八
万
二
一
三

七
円
三
〇
銭
、
塩
野
製
薬
所
二
五
万
九
二
八
円
六
八
銭
」
で
あ
っ
た
。

社
長
は
初
代
義
三
郎
、
取
締
役
に
正
太
郎
、
長
次
郎
な
ど
が
就
任
し

た
。
新
会
社
の
資
本
金
は
一
五
〇
万
円
で
、
一
株
五
〇
円
と
し
、
三

万
株
を
発
行
し
た
が
、
株
式
の
上
場
は
せ
ず
、
社
内
株
主
に
よ
っ
て

保
有
さ
れ
て
い
た
。
義
三
郎
は
八
〇
〇
〇
株
を
、
正
太
郎
と
長
次
郎

は
各
々
六
〇
〇
〇
株
、
三
男
の
重
三
郎
が
一
五
〇
〇
株
を
所
有
し
て

お
り
、
塩
野
一
族
で
二
万
一
五
〇
〇
株
を
有
し
て
お
り
、
株
式
総
数

の
七
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。（

8
（

　

株
主
数
と
持
株
数
の
階
層
構
成
を
み
る
た
め
に
、
表
（
を
作
成
し

た
。
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の
成
立
初
期
の
株
主
数
と
そ
の
持
株
数

の
階
層
構
成
を
み
る
と
、
一
〇
〇
〇
株
以
上
の
株
主
は
塩
野
義
三
郎
、

表 2 　株式会社塩野義商店の株主数・持株数の階層構成

（9（9年下 （9（（年上 （9（（年上 （9（（年上 （9（（年下 （9（（年上

株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数

（0,000～（9,999 （ b（　0.（） （（,（（（（ （（.（） （ b（　0.（） （（,808（ （（.9） （ b（　0.（） （（,（（8（ （（.（）
（0,000～（9,999 （ b（　（.（） （8,80（（ （（.0） （ b,c（　（.（） （0,00（（ （（.（） （ f（　（.（） （（,9（（（ （（.9） （ f（　（.（） （8,9（（（ （（.0） （ f（　（.（） （8,9（（（ （（.（）
（,000～9,999 （ a（　（.（） 8,000（ （（.（） （ c（　（.（） （,89（（ （9.（） （ （　（.（） （,8（（（ （（.（） （ e（　0.（） （,0（0（　（.（）
（,000～（,999 （ b,c（　（.8） （（,（（（（ （（.（） （ （　（.（） （,（90（ （（.（） （ e（　0.（） （,（80（　（.（） （ e（　0.（） （,000（　（.（）
（,000～（,999 （ d（　（.（） （,（00（　（.0） （ e（　（.（） （,9（0（　（.9） （ e（　（.（） （,（8（（ （（.（） （ （　（.9） （,（（（（　（.（） （ （　（.9） （（,（09（ （（.（） 9 （　（.（） （9,（（（（ （（.（）

（00～999 （ （　（.（） （,（（0（　（.9） （ （　（.（） （,9（（（　（.9） 8 （　（.（） （,（（0（　（.（） （ （　（.（） （,（（（（　（.8）
（00～（99 （ （　（.8） （,（（0（　（.（） （ a（　（.8） （,8（（（　（.（） （ a（　（.（） （,0（（（　（.8） （ （　（.8） （,（（（（　（.（） （ （　（.（） （,（（（（　（.（） 9 （　（.（） （,（（（（　（.0）
（00～（99 （ （ （（.9） 8（0（　（.8） 9 （ （（.（） （,（90（　（.（） 9 （ （0.（） （,（0（（　（.8） （（ （ （（.（） （,（（9（　（.（） （9 （ （（.8） （,9（（（　（.（） （8 （ （（.（） （,（（（（　（.0）
（0～99 （ （ （（.（） （（0（　（.（） （ （　8.（） （（（（　0.9） （0 （ （（.（） （80（　（.（） （（ （ （（.（） （,（（8（　（.（） （（ （ （0.（） （,（（9（　（.（） （（ （ （（.（） （,（（9（　（.（）
（～（9 （（ （ （（.（） （（（（　（.（） （9 （ （（.9） （（（（　（.（） （8 （ （（.（） （8（（　（.0） 98 （ （（.（） （,（（（（　（.（） （9 （ （（.（） （,（（8（　（.0） （（（ （ （（.（） （,（0（（　（.（）

（（ （（00.0） （0,000（（00.0） （（ （（00.0） （0,000（（00.0） 8（ （（00.0） （0,000（（00.0） （（9 （（00.0） （00,000（（00.0） （（9 （（00.0） （（0,000（（00.0） （（（ （（00.0） （（0,000（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』によって作
成。

　注：実数はそれぞれの階層の株主数と持株数を示したものであり、（　）は各階層の株主数・持株数の
全体に占める比率（%）である。a：初代塩野義三郎、b：塩野正太郎（二代目義三郎）、c：塩野長次
郎、d：塩野重三郎、e：塩野幹子、f：塩野孝太郎である。

表 3 　株式会社塩野義商店の地域別の株主数および持株数の構成

大　阪 兵　庫 その他 合　計

株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数

（9（9年下期 （（（（（.（） （8,9（0（9（.（） （（（（.（） 980（ （.（） （（（（.（） （00（ 0.（） （（（（00.0） （0,000（（00.0）
（（年上 （9（（9.0） （8,（8（（（（.0） （（（（.（） 9,（（（（（（.（） （（ 9.（） （,（（9（ （.（） （（（（00.0） （0,000（（00.0）
（（年上 （（（（（.（） （（,（（9（（0.9） （（（（（.8） （（,8（（（（（.（） （0（（（.（） （,（（8（ （.9） 8（（（00.0） （0,000（（00.0）
（（年上 （0（（（（.（） （（,（（（（（（.（） （（（（（.（） （（,98（（（（.0） （9（（（.9） （,（88（ （.（） （（9（（00.0） （00,000（（00.0）
（（年下 99（（（.（） （0（,（0（（（（.8） （9（（（.（） （8,（（（（（（.8） （（（（（.（） （,（8（（ （.（） （（9（（00.0） （（0,000（（00.0）
（（年上 （（（（（（.9） 9（,（（（（（（.8） （（（（0.（） （8,（（（（（（.8） （（（（（.（） （（,88（（（0.（） （（（（（00.0） （（0,000（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』によって作
成。

　注：実数は各地域の株主数と持株数を示したものであり、（　）は各地域の株主数・持株数の全体に占
める比率（％）である。
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表 2 　株式会社塩野義商店の株主数・持株数の階層構成

（9（9年下 （9（（年上 （9（（年上 （9（（年上 （9（（年下 （9（（年上

株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数

（0,000～（9,999 （ b（　0.（） （（,（（（（ （（.（） （ b（　0.（） （（,808（ （（.9） （ b（　0.（） （（,（（8（ （（.（）
（0,000～（9,999 （ b（　（.（） （8,80（（ （（.0） （ b,c（　（.（） （0,00（（ （（.（） （ f（　（.（） （（,9（（（ （（.9） （ f（　（.（） （8,9（（（ （（.0） （ f（　（.（） （8,9（（（ （（.（）
（,000～9,999 （ a（　（.（） 8,000（ （（.（） （ c（　（.（） （,89（（ （9.（） （ （　（.（） （,8（（（ （（.（） （ e（　0.（） （,0（0（　（.（）
（,000～（,999 （ b,c（　（.8） （（,（（（（ （（.（） （ （　（.（） （,（90（ （（.（） （ e（　0.（） （,（80（　（.（） （ e（　0.（） （,000（　（.（）
（,000～（,999 （ d（　（.（） （,（00（　（.0） （ e（　（.（） （,9（0（　（.9） （ e（　（.（） （,（8（（ （（.（） （ （　（.9） （,（（（（　（.（） （ （　（.9） （（,（09（ （（.（） 9 （　（.（） （9,（（（（ （（.（）

（00～999 （ （　（.（） （,（（0（　（.9） （ （　（.（） （,9（（（　（.9） 8 （　（.（） （,（（0（　（.（） （ （　（.（） （,（（（（　（.8）
（00～（99 （ （　（.8） （,（（0（　（.（） （ a（　（.8） （,8（（（　（.（） （ a（　（.（） （,0（（（　（.8） （ （　（.8） （,（（（（　（.（） （ （　（.（） （,（（（（　（.（） 9 （　（.（） （,（（（（　（.0）
（00～（99 （ （ （（.9） 8（0（　（.8） 9 （ （（.（） （,（90（　（.（） 9 （ （0.（） （,（0（（　（.8） （（ （ （（.（） （,（（9（　（.（） （9 （ （（.8） （,9（（（　（.（） （8 （ （（.（） （,（（（（　（.0）
（0～99 （ （ （（.（） （（0（　（.（） （ （　8.（） （（（（　0.9） （0 （ （（.（） （80（　（.（） （（ （ （（.（） （,（（8（　（.（） （（ （ （0.（） （,（（9（　（.（） （（ （ （（.（） （,（（9（　（.（）
（～（9 （（ （ （（.（） （（（（　（.（） （9 （ （（.9） （（（（　（.（） （8 （ （（.（） （8（（　（.0） 98 （ （（.（） （,（（（（　（.（） （9 （ （（.（） （,（（8（　（.0） （（（ （ （（.（） （,（0（（　（.（）

（（ （（00.0） （0,000（（00.0） （（ （（00.0） （0,000（（00.0） 8（ （（00.0） （0,000（（00.0） （（9 （（00.0） （00,000（（00.0） （（9 （（00.0） （（0,000（（00.0） （（（ （（00.0） （（0,000（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』によって作
成。

　注：実数はそれぞれの階層の株主数と持株数を示したものであり、（　）は各階層の株主数・持株数の
全体に占める比率（%）である。a：初代塩野義三郎、b：塩野正太郎（二代目義三郎）、c：塩野長次
郎、d：塩野重三郎、e：塩野幹子、f：塩野孝太郎である。

表 3 　株式会社塩野義商店の地域別の株主数および持株数の構成

大　阪 兵　庫 その他 合　計

株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数 株主数 持株数

（9（9年下期 （（（（（.（） （8,9（0（9（.（） （（（（.（） 980（ （.（） （（（（.（） （00（ 0.（） （（（（00.0） （0,000（（00.0）
（（年上 （9（（9.0） （8,（8（（（（.0） （（（（.（） 9,（（（（（（.（） （（ 9.（） （,（（9（ （.（） （（（（00.0） （0,000（（00.0）
（（年上 （（（（（.（） （（,（（9（（0.9） （（（（（.8） （（,8（（（（（.（） （0（（（.（） （,（（8（ （.9） 8（（（00.0） （0,000（（00.0）
（（年上 （0（（（（.（） （（,（（（（（（.（） （（（（（.（） （（,98（（（（.0） （9（（（.9） （,（88（ （.（） （（9（（00.0） （00,000（（00.0）
（（年下 99（（（.（） （0（,（0（（（（.8） （9（（（.（） （8,（（（（（（.8） （（（（（.（） （,（8（（ （.（） （（9（（00.0） （（0,000（（00.0）
（（年上 （（（（（（.9） 9（,（（（（（（.8） （（（（0.（） （8,（（（（（（.8） （（（（（.（） （（,88（（（0.（） （（（（（00.0） （（0,000（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』によって作
成。

　注：実数は各地域の株主数と持株数を示したものであり、（　）は各地域の株主数・持株数の全体に占
める比率（％）である。
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正
太
郎
、
長
次
郎
、
重
三
郎
を
含
む
五
人
で
あ
り
、
そ
の
持
株
数
は

総
株
数
の
八
九
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
他
方
、
五
〇
株
未
満
層
の

株
主
は
二
三
人
で
株
主
数
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
持

株
数
は
総
株
数
の
一
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
表
（
に
掲
げ
た
地
域
別

の
株
主
数
と
持
株
数
の
構
成
を
み
る
と
、
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の

成
立
初
期
の
大
阪
の
株
主
数
は
三
二
名
で
、
そ
の
持
株
数
は
総
株
数

の
九
六
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
兵
庫
・
そ
の
他
の
株
主
数
は
各
々

六
名
で
あ
り
、
持
株
数
の
比
率
は
三
・
三
％
と
〇
・
三
％
で
あ
っ
た
。

改
組
当
時
の
株
主
は
す
べ
て
社
内
株
主
で
あ
り
、
事
業
の
中
心
が
大

阪
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
大
阪
出
身
の
株
主
が
多
く

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
五
年
上
期
に
第
一
回
の

増
資
を
お
こ
な
い
、
資
本
金
を
二
〇
〇
万
円
と
し
、
株
数
を
四
万
株

と
し
た
。
塩
野
正
太
郎
（
二
代
目
義
三
郎
（
は
一
万
八
八
〇
二
株
、

塩
野
長
次
郎
は
七
八
九
三
株
と
な
り
、
二
人
で
全
体
の
六
六
・
七
％

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
株
主
数
は
六
二
名
に
増
加
し
て
い
る
が
、

新
株
主
の
ほ
と
ん
ど
は
五
〇
株
未
満
層
か
ら
な
っ
て
い
た
。
他
方
、

地
域
別
の
株
主
数
お
よ
び
持
株
数
の
構
成
を
み
る
と
、
兵
庫
・
そ
の

他
の
株
主
数
に
は
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
が
、
持
株
数
に
つ
い

て
は
、
兵
庫
が
二
三
・
六
％
、
そ
の
他
が
五
・
四
％
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
二
年
上
期
に
塩
野
幹
子
が
大
阪
か
ら
京
都
へ
、

ま
た
二
四
年
に
塩
野
長
次
郎
が
大
阪
か
ら
兵
庫
に
移
転
し
た
こ
と
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
2
）　
大
正
期
の
経
営
動
向

　

株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の
営
業
成
績
を
検
討
す
る
た
め
に
、
表
（

を
作
成
し
た
。
同
表
を
み
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
了
に
と
も

な
い
、
当
期
純
利
益
や
対
払
込
資
本
金
利
益
率
が
大
き
く
下
落
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
時
需
要
の
消
滅
や
不
況
に
よ
る
需
要
の

減
退
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
純
利
益
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
の
で

あ
る
。
一
九
二
一
年
上
期
に
は
「
輸
出
貨
物
ニ
付
テ
モ
相
当
ノ
損
害

ヲ
被
リ
タ
ル
」（

9
（

と
い
う
よ
う
な
損
害
に
加
え
、
営
業
費
の
膨
張
な
ど

も
あ
り
、
当
期
純
利
益
は
四
万
七
五
二
五
円
に
急
落
し
、
対
払
込
資

本
金
利
益
率
も
三
・
二
％
に
ま
で
下
落
し
た
。
こ
の
状
況
の
な
か
で
、

義
三
郎
は
経
営
の
中
心
を
薬
種
問
屋
事
業
か
ら
自
家
製
新
薬
の
製

造
・
販
売
に
移
し
、
二
一
年
下
期
か
ら
当
期
純
利
益
が
急
増
し
、
対

払
込
資
本
金
利
益
率
も
一
五
・
二
％
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
一
九

二
四
年
下
期
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
「
対
米
為
替
相
場
ハ
市
場
三
十

七
弗
八
分
ノ
七
テ
フ
我
為
替
史
上
空
前
ノ
暴
落
」（

（0
（

を
し
、「
財
界
不

況
ニ
因
ル
有
産
階
級
者
ノ
収
入
減
、
行
政
整
理
利
潤
ノ
減
退
ニ
依
ル

俸
給
生
活
者
ノ
失
職
収
入
減
、
失
業
者
ノ
増
加
ニ
伴
フ
労
働
者
ノ
労
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銀
低
下
等
ニ
依
ル
各
階
級
ヲ
通
ゼ
ル
購
買
力
ノ
減
退
」（

（（
（

か
ら
、
当
期

純
利
益
と
対
払
込
資
本
金
利
益
率
が
低
下
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
3
）　
輸
入
薬
品
の
販
売
不
振
と
製
薬
事
業
へ
の
投
資
の
拡
大

　

株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の
経
営
動
向
を
み
る
た
め
に
、
当
該
期
の

貸
借
対
照
表
の
比
較
分
析
を
試
み
た
も
の
が
表
（
で
あ
る
。
一
九
一

表 4 　株式会社塩野義商店の営業成績

年　次 公称資本金 期末払込
資 本 金 当期純利益 前　期

繰越金
当　　期
可処分金

対払込
資本金
利益率

円 円 円 円 円 ％
（9（9年下期 （,（00,000 （,（00,000 （（9,0（（ （（9,0（（ （9.（

（0年上 （,（00,000 （,（00,000 （8（,（9（ （（,0（（ （9（,（（9 （（.（
（0年下 （,（00,000 （,（00,000 8（,（（9 （（,（（9 9（,（（8 （.（
（（年上 （,（00,000 （,（00,000 （（,（（（ （（,（（（ （（,09（ （.（
（（年下 （,（00,000 （,（00,000 （（（,9（9 （（,09（ （（（,0（（ （（.（
（（年上 （,（00,000 （,（00,000 （（（,（（8 （（,0（（ （8（,（（9 （（.（
（（年下 （,（00,000 （,（00,000 （（（,（（（ （（,（（9 （9（,00（ （（.（
（（年上 （,（00,000 （,（00,000 （9（,9（（ （（,（0（ （（（,（（（ （（.0
（（年下 （,（00,000 （,（00,000 （（（,（（8 （（,（（（ （90,0（（ （（.（
（（年上 （,（00,000 （,（00,000 （（（,9（（ （9,（（（ （（（,（（（ （（.（
（（年下 （,（00,000 （,（00,000 （（（,（8（ （（,（（（ （（（,000 9.（
（（年上 （,000,000 （,800,000 （（（,00（ （（,000 （（9,00（ （（.（
（（年下 （,000,000 （,800,000 （8（,（（0 （（,（0（ （（（,（（（ （0.（
（（年上 （,000,000 （,800,000 8（,（9（ （0,（（（ （（（,（（（ （.（
（（年下 （,000,000 （,000,000 （（0,（（（ （9,（（（ （（9,8（8 （（.0
（（年上 （,000,000 （,000,000 （（9,0（（ （0,（（（ （（9,（98 （（.0
（（年下 （,000,000 （,（00,000 （0（,0（9 （0,（（8 （（（,（（（ 8.9
（8年上 （,000,000 （,（00,000 （0（,（（（ （9,908 （（（,（（0 8.8
（8年下 （,000,000 （,（00,000 （（（,（（（ （9,9（9 （（（,（（（ （.（
（9年上 （,000,000 （,（00,000 （（8,8（（ （0,8（（ （89,（（0 （0.0
（9年下 （,000,000 （,（00,000 （（（,9（（ （（,（（0 （（8,（（（ 8.0
（0年上 （,000,000 （,（00,000 （0（,（（（ （（,0（8 （（9,（（（ （.0
（0年下 （,000,000 （,（00,000 （8（,（（（ （（,（（（ （（（,0（（ （.8
（（年上 （,000,000 （,（00,000 （（（,09（ （（,（8（ （（（,（8（ 8.0
（（年下 （,000,000 （,（00,000 （（（,（（（ （（,08（ （89,（（（ 9.0
（（年上 （,000,000 （,8（0,000 （90,（（（ （（,（（（ （（（,（（0 （（.（
（（年下 （,000,000 （,000,000 （9（,（（0 （（,（（（ （（（,（9（ （（.（
（（年上 （,000,000 （,（00,000 （（（,（（（ （（,（（0 （（（,8（（ 9.0
（（年下 （,000,000 （,（00,000 （（8,99（ （（,（（（ （0（,（（9 （（.（
（（年上 （,000,000 （,（00,000 （（（,0（（ （（,（（9 （9（,（（（ 9.（
（（年下 （,000,000 （,（00,000 （（9,（（8 （（,（（（ （（（,0（9 （0.（
（（年上 （,000,000 （,（00,000 （9（,（（（ （（,8（8 （（（,（（（ （.（
（（年下 （,000,000 （,（00,000 （9（,（9（ （8,（（（ （（（,9（（ （（.（
（（年上 （,000,000 （,（00,000 （（9,（（（ （（,（（（ （（（,0（（ （.8
（（年下 （,（00,000 （,（（（,000 （（（,（（0 88,0（（ （0（,（（（ （.（
（（年上 （,（00,000 （,（（（,000 （（（,（（（ 89,（（（ （（（,（（（ （.8
（（年下 （,（00,000 （,（（（,000 （90,（（（ 9（,0（（ （8（,（（0 （0.（
（8年上 （,（00,000 （,（（（,000 88（,（08 9（,（（（ 9（9,（（（ （（.（
（8年下 （,（00,000 （,000,000 （（（,（（（ 9（,0（（ 8（0,（（（ （（.9
（9年上 （,（00,000 （,（00,000 （8（,（0（ （（,0（（ （（（,（（（ 9.0
（9年下 （,（00,000 （,（00,000 （,（（（,989 （9,（（（ （,（（（,（（（ （（.（
（0年上 （,（00,000 （,（00,000 9（8,（99 （（（,（（（ （,0（（,（（（ （（.（
（0年下 （,（00,000 （,（00,000 99（,8（8 （（（,（（（ （,（（9,0（0 （（.（
（（年上 （,（00,000 （,（00,000 （,（（（,（（9 （（（,（（0 （,（（（,999 （（.（

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六
年五月）』によって作成。

　注：対払込資本金利益率は、各半期のものである。
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表 5 　株式会社塩野義商店の比較貸借対照表分析（（9（9～（（年）

（9（9年下 （9（0年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下

販 売 先 （,（（9,9（（（ （0.（） 89（,0（（（ （（.（） （,（（（,（（0（ （（.（） （,（（（,（90（ （（.8） （,8（（,8（（（ （9.9）
仕 入 商 品 （（（,8（（（　（.（） （（（,0（8（ （9.（） （09,8（（（ （8.8） （（（,（9（（ （（.（） （（（,899（ （（.9）
製 品 （（,（（9（　（.（） （9（,（（（（　（.8） （（（,（（9（　（.（） （（0,（8（（　（.9） 9（,（8（（　（.（）
金 銀 （,（（（（　0.（） （,（（9（　0.（） （,（（（（　0.0） （,（8（（　0.（） 8,（（9（　0.（）
銀 行 勘 定 （（（,9（（（ （0.9） （0（,（8（（　（.（） （（（,（（0（　8.（） （（（,（（（（　（.（） （（（,9（0（　（.（）
振 替 貯 金 （,（9（（　0.（） （0（（　0.0） （,（0（（　0.（） （（8（　0.0） （（（（　0.0）
受 取 手 形 9（,（（（（　（.（） （（,（（（（　0.（） （（,（（（（　0.8） （（（,9（8（　（.（） （（,（（0（　（.（）
有 価 証 券 （（（,（（（（　（.（） （（（,（0（（　（.0） （（8,（（（（　（.（） （（9,0（（（　（.（） （（9,0（（（　（.（）
地 所 建 物 （（,000（　0.9） （（,000（　（.0） （（,000（　0.9） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　0.9）
営 業 用 什 器 （,（99（　0.（） （,（（8（　0.（） （,（（8（　0.（） （,（9（（　0.（） （,（9（（　0.（）
製 薬 部 資 金 （00,000（　（.（） （00,000（　（.0） （00,000（　（.（）
製 薬 部 勘 定 （（（,（0（（　（.8） （（（,（9（（ （0.（） （（（,（（（（　（.（） （99,（（（（　9.（） （（（,（（（（　（.（）
試 験 部 勘 定 （（,（（（（　（.（） 9（,（（（（　（.（） （（8,（9（（　（.（）
杭 瀬 工 場 勘 定 （（9,（00（　（.8） （9（,80（（　（.9）
東 京 出 張 所 （,000（　0.（） （,90（（　0.（） （,8（（（　0.（） （,（0（（　0.（） （,（（（（　0.（）
他 店 出 資 金 （（,000（　0.8） （（,（00（　（.9） （9,（00（　（.（） （9,（00（　（.（） （0（,（00（　（.（）
予 納 金 （8（（　0.0） （（（（　0.0） （（0（　0.0） （（0（　0.0） （0（　0.0）
仮 出 金 （（（（　0.0） （,（（（（　0.（） （,（（（（　0.（） （,（（（（　0.0） （,（8（（　0.0）
新 築 仮 出 金 （（,（（8（　（.0）
東京震災被害勘定 （（,（99（　（.0）

計 （,（（（,（（（（（00.0） （,（（0,（（0（（00.0） （,（08,0（（（（00.0） （,0（（,（（（（（00.0） （,（（（,（（（（（00.0）

支 払 手 形 80,9（（（　（.0） （（,（（（（　（.8） （0（,（80（　（.8） （0（,（（（（　（.（） （8,（（（（　（.（）
買 入 先 （（9,（（（（　（9.（） （（0,8（9（ （（.8） （（（,（（（（ （（.（） （8（,8（（（ （（.（） （（（,9（（（ （0.（）
未 払 金 （8,（（（（　0.（） （8,（（（（　（.（） （（,0（（（　（.（） （0,88（（　（.（） 90,（00（　（.（）
仮 受 金 （0,（00（　0.（） （8,（00（　0.8）
社 員 身 元 保 証 金 （（,（（8（　（.（）
資 本 金 （,（00,000（ （（.（） （,（00,000（ （9.（） （,（00,000（ （（.（） （,（00,000（ （8.8） （,（00,000（ （0.（）
法 定 積 立 金 （（,000（　（.（） （（,000（　（.9） （9,000（　（.（） （0（,000（　（.8）
別 途 積 立 金 （00,000（　（.0） （00,000（　（.（） （00,000（　（.（） （（0,000（　9.（）
損 失 補 填 積 立 金 （（（,000（　（.（） （（（,（00（　（.0） （（0,000（　（.（） （（0,000（　（.（）
配 当 準 備 積 立 金 （00,000（　（.0） （00,000（　（.（） （00,000（　（.（） （00,000（　（.（）
従業員退職慰労基金 （（,000（　0.（） （（,000（　0.9） （（,000（　（.（） （（,（8（（　（.（）
当 期 利 益 金 （（9,0（（（ （0.（） 9（,（（9（　（.（） （（（,0（9（　9.（） （0（,0（（（　（.（） （8（,（（（（ （0.（）
前 期 繰 越 金 （（,（（9（　0.（） （（,09（（　0.（） （（,（（9（　0.（） （（,（（（（　0.（）

計 （,（（（,（（（（（00.0） （,（（0,（（0（（00.0） （,（08,0（（（（00.0） （,0（（,（（（（（00.0） （,（（（,（（（（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（9～（（
年各下期より作成。

　注：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は％である。
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九
年
下
期
の
資
産
構
成
を
み
る
と
、「
販
売
先
」
と
記
載
さ
れ
た
売

掛
金
が
資
産
全
体
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
、「
銀
行
勘
定
」（
銀
行
預

金
の
残
高
（
が
約
二
割
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、「
仕
入
商
品
」

は
六
・
四
％
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
下
期
に
は
資
産
全
体

の
三
割
近
く
ま
で
増
大
し
、
他
方
、「
銀
行
勘
定
」
は
四
・
二
％
に

低
下
し
た
。
一
九
一
九
年
下
期
か
ら
一
九
二
〇
年
下
期
ま
で
の
塩
野

義
商
店
の
営
業
報
告
書
に
よ
る
と
、「
工
業
薬
品
ニ
於
テ
ハ
事
業
ノ

勃
興
拡
張
ニ
従
ヒ
其
需
要
増
大
セ
ラ
レ
、
其
間
投
機
的
風
潮
ニ
慣
レ
、

其
結
果
真
面
目
ヲ
欠
ク
ル
取
引
行
ハ
レ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
モ
、
一
朝
経
済

界
ノ
大
変
動
ニ
会
シ
、
金
融
ノ
不
円
滑
来
シ
遂
ニ
投
売
行
ハ
レ
、
値

段
は
落
下
一
時
ハ
停
止
ス
ル
処
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
（
中
略
（
経
済

界
ノ
一
大
不
況
ニ
際
シ
当
社
ハ
幸
ニ
投
機
的
圏
外
ニ
其
位
置
ヲ
保
持

セ
シ
ガ
為
メ
比
較
的
惨
況
ヲ
免
レ
得
タ
リ
ト
雖
モ
、
昨
年
下
半
期
来

ノ
好
況
ニ
伴
ヒ
常
ニ
在
庫
品
ノ
緊
縮
ヲ
計
リ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
俄
然

金
融
挭
塞
ノ
結
果
取
引
ハ
殆
ン
ド
一
部
ニ
極
限
セ
ラ
レ
、
契
約
品
ハ

順
次
入
着
シ
自
然
在
庫
品
ノ
数
量
ヲ
著
シ
ク
増
大
」（

（（
（

、「
前
年
度
ニ
引

続
キ
金
融
未
タ
円
滑
ヲ
欠
キ
、
従
テ
商
取
引
ハ
一
般
ニ
所
謂
当
用
買

ニ
帰
シ
、
其
取
引
振
投
機
的
商
内
ヲ
脱
シ
タ
ル
カ
如
キ
モ
、
各
自
在

庫
品
ハ
堆
積
シ
、
其
結
果
価
格
ハ
自
ラ
落
下
シ
、
殊
ニ
我
薬
品
界
ニ

於
テ
ハ
「
フ
ア
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
」
ノ
主
産
地
タ
ル
独
逸
為
替
相
場
未

曾
有
ノ
低
落
ハ
商
品
価
格
ノ
上
ニ
大
ナ
ル
影
響
ヲ
醸
シ
、
荷
主
ハ
売

急
ノ
傾
向
ヲ
呈
ス
ル
至
レ
リ
、
当
社
ニ
於
テ
モ
夙
ニ
注
意
ヲ
払
ヒ
タ

ル
モ
前
年
度
来
ヨ
リ
ノ
海
外
約
定
品
ハ
順
次
入
着
シ
タ
ル
モ
捌
ヶ
方

遅
々
ト
シ
テ
在
貨
ノ
軽
減
ヲ
ナ
ス
能
ハ
ス
寧
ロ
増
大
シ
、
資
金
ノ
運

転
ヲ
欠
キ
且
ツ
得
意
先
売
掛
金
ノ
回
収
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
、
唯
自
家

製
品
ニ
於
テ
ハ
年
々
順
調
ニ
発
展
シ
ツ
ヽ
ア
ル
ハ
欣
幸
ト
ス
ル
処
ナ

ル
」（

（（
（

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
経

済
界
は
動
揺
を
来
し
、
ド
イ
ツ
為
替
相
場
の
暴
落
な
ら
び
に
国
内
金

融
市
場
の
不
円
滑
な
ど
に
よ
り
、
薬
品
価
格
が
下
落
し
、
在
庫
品
が

増
大
し
、
資
金
繰
り
が
悪
化
し
た
。「
販
売
先
」
の
売
掛
金
の
回
収

が
は
か
ら
れ
る
も
、
輸
入
薬
品
の
販
売
は
悪
化
し
、
在
庫
商
品
が
大

量
に
堆
積
し
、
資
金
の
回
転
も
円
滑
を
欠
き
、「
銀
行
勘
定
」
の
減

少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
他
方
、
一
九
一
九
年
下
期
に
は
、
製

薬
部
資
金
・
製
薬
部
勘
定
と
い
っ
た
製
薬
関
係
資
産
は
総
資
産
の

九
・
五
％
で
あ
っ
た
。
在
庫
品
か
ら
み
て
も
、「
仕
入
商
品
」
の
在

庫
が
急
増
し
て
い
た
と
は
い
え
、「
仕
入
商
品
」
の
比
重
が
「
製

品
」
の
そ
れ
よ
り
大
き
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
製
薬
関
係
の
資
産
と

在
庫
品
の
比
重
か
ら
み
る
と
、
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
設
立
当
時
は
、

薬
品
の
製
造
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
規
模
は
ま
だ
相

対
的
に
小
さ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
頃
は
な
お
輸
入
薬
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表
6

　
株

式
会

社
塩

野
義

商
店

の
製

薬
事

業
の

成
長

過
程 （

（89（～
（9（（年

）

年
次

施
　

設
資

本
金

・
敷

地
・

建
物

な
ど

器
具

･設
備

技
術

導
入

と
技

術
者

・
工

員

（89（

相
生

町
工

場
北

区
相

生
町

（（8坪
、

木
造

瓦
ぶ

き
平

屋
の

居
宅

と
工

場（
間

口
（間

半
、

奥
行

（間
半

）の
（棟

釜
職

工
（人

（908
試

験
室

を
作

り
、

（（坪
ほ

ど
の

仕
事

場
を

増
築

。
ユ

キ
ヒ

ラ（
平

た
い

土
鍋

）、
カ

ン
テ

キ（
七

輪
）、

ナ
ベ

、
カ

マ
、

カ
マ

ド

義
三

郎
の

次
男

長
次

郎（
薬

学
士

）は
東

京
帝

国
大

学
医

学
部

薬
学

科
卒

業
後

、
薬

品
原

料
事

情
視

察
の

た
め

、
東

イ
ン

ド
か

ら
東

南
ア

ジ
ア

に
か

け
て

、
化

学
工

場
や

博
物

館
を

見
学

し
た

。
そ

れ
を

踏
ま

え
、

製
薬

を
試

み
た

。
大

阪
薬

学
校

を
卒

業
し

た
薬

剤
師

（名
を

製
薬

担
当

の
技

師
と

し
て

採
用

。

09
塩

野
製

薬
所

西
成

郡
鷺

洲
町

海
老

江（
後

に
淀

川
工

場
）

資
本

金
（（,（00円

、
建

物
・

地
所

（（,89（円
、

機
械

（,（9（円
、

原
料

（（（
円

、
約

（,0（0坪
の

工
場

敷
地

、
建

物
は

機
関

室
、

事
務

室
、

工
場

、
空

気
乾

燥
機

、
倉

庫
、

瓦
斯

発
生

室
、

延
べ

面
積

は
（（（坪

小
さ

な
ボ

イ
ラ

ー
、

（（馬
力

の
ス

チ
ー

ム
エ

ン
ジ

ン
、

手
押

し
ポ

ン
プ

、
手

回
し

の
遠

心
機

、
蒸

発
皿

、
ユ

キ
ヒ

ラ
、

壷
な

ど
の

小
道

具
類

な
ど

。
電

灯
は

な
く（

ラ
ン

プ
を

使
う

）、
水

道
・

ガ
ス

も
な

い
。

（909年
、

府
立

大
阪

医
科

大
学

の
小

児
科

医
長

高
洲

謙
一

郎
博

士
か

ら
胃

腸
の

制
酸

剤
の

製
造

方
法

の
情

報
を

え
て

、
そ

れ
を

製
品

化
し

た
結

果
、

塩
野

義
新

薬
第

（号
健

胃
制

酸
剤

ア
ン

タ
チ

ヂ
ン

を
開

発
。

長
次

郎
以

下
、

従
業

員
（名

、
工

員
（名

計
（0名

。
そ

の
後

、
女

子
工

員
が

（～
8名

増
加

。
（909年

、
東

京
帝

国
大

学
医

学
部

薬
学

科
を

卒
業

し
た

近
藤

平
三

郎
薬

学
博

士
を

製
薬

の
顧

問
と

し
て

技
術

指
導

を
受

け
る

。
の

ち
に

、
長

次
郎

は
近

藤
博

士
の

同
期

生
で

あ
る

渡
辺

又
治

郎
薬

学
士

か
ら

の
指

導
を

う
け

、
ヂ

ギ
タ

リ
ス

製
剤

の
製

品
化（

心
臓

新
薬「

ヂ
ギ

タ
ミ

ン
」）を

し
た

。
当

時
、

工
員

を
除

き
、

従
業

員
は

約
（0名

。
（（

ガ
ス

が
引

か
れ

、
工

場
設

備
も

電
気

動
力

機
械

と
な

る
、

モ
ー

タ
ー

に
よ

る
遠

心
機

、
ベ

ル
ト

に
よ

る
攪

拌
、

プ
レ

ス
脱

水
機

な
ど

を
設

置
。

（（

乙
卯

研
究

所

東
京

市
芝

区
葺

手
町

面
積

（0坪
大

き
な

実
験

台
（台

、
隣

に
洗

瓶
室

を
設

置
。

薬
剤

師
（人

を
助

手
と

し
、

近
藤

博
士

は
週

（回
技

術
指

導
を

す
る

。
助

手
（名

、
器

具
洗

浄
の

女
子

（名

（（     

赤
坂

区
青

山
南

町
（丁

目
（（0坪

の
敷

地
に

移
転

、
（（坪

の
木

造
平

屋
建

て
建

物
を

新
築

。

乙
卯

研
究

所
で

は
塩

酸
プ

ロ
カ

イ
ン

や
ア

ペ
リ

ト
ー

ル（
ド

イ
ツ

・
リ

ー
デ

ル
社

の
緩

下
剤

）の
分

析
研

究
が

進
め

ら
れ

、
塩

酸
プ

ロ
カ

イ
ン

の
合

成
に

成
功

。
塩

野
製

薬
所

は
そ

の
製

造
指

導
を

受
け

る
た

め
（人

の
技

術
者

を
派

遣
し

、
の

ち
に

製
品

化（
ネ

オ
カ

イ
ン

）し
て

、
発

売
し

た
。

そ
の

後
、

同
研

究
所

の
指

導
を

受
け

、
化

学
名

ブ
ロ

ム
ヂ

エ
チ

ル
ア

セ
チ

ル
尿

素
の

合
成

に
成

功
し

、
翌

年
緩

下
剤

ア
ペ

リ
ト

ー
ル

の
試

製
に

も
成

功
し

た
。

こ
れ

ら
の

製
品

を
そ

れ
ぞ

れ「
ド

ル
ミ

ン
」と「

ラ
キ

サ
ト

ー
ル

」と
名

づ
け

、
商

品
化

し
た

。

塩
野

製
薬

所
赤

穂
分

工
場

投
資

（万
円

、
面

積
（町

（反
9歩

医
学

専
門

学
校

薬
学

科
卒

業
薬

学
士

（名
、

薬
剤

師
（0数

名
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（（
浦

江
試

験
所

西
成

郡
鷺

洲
町

浦
江

元
金

液
工

場
の

約
（（（坪

の
敷

地
に

L
字

型
木

造
（階

建
て

（棟
を

新
築

。
階

下
に

試
験

室
、

小
分

け
工

場
、

濾
過

工
場

、
事

務
室

。
（階

に
注

射
液

小
分

け
場

、
会

議
室

、
別

棟
に

洗
瓶

場
、

ボ
イ

ラ
ー

室
、

食
堂

、
社

宅
、

倉
庫

海
老

江
の

試
験

部
の

薬
品

試
験

器
具

類
を

使
用

。

こ
の

頃
、「

業
務

規
程

」の
製

造
部

職
制

表
に

よ
る

と
、

淀
川

工
場

（（名
、

浦
江

試
験

所
（（名

、
杭

瀬
工

場
（（名

で
合

計
（（名

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
の

人
員

は
社

員
お

よ
び

見
習

い
、

技
工

以
上

の
傭

員
の

任
用

者
で

あ
り

、
こ

の
ほ

か
相

当
数

の
公

手
、

職
工

、
火

夫
な

ど
の

備
員

が
い

た
。

（（
錠

剤
工

場
、

倉
庫

を
新

設

（（
敷

地
を

（,（（9坪
に

拡
張

 （階
建

て
の

第
（工

場
を

増
築

。

（（

杭
瀬

工
場

兵
庫

県
川

辺
郡

小
田

村
今

福
（

現
尼

崎
）

元
神

戸
酢

酸
工

業
株

式
会

社
今

福
工

場
の

土
地

・
建

物
を

（（（,000円
で

購
入

、
敷

地
9,（（8坪

、
建

物
は

煉
瓦

造
り

ス
レ

ー
ト

葺
き

（階
建

て
の

本
工

場
と

汽
缶

室
、

機
械

室
、

倉
庫

、
事

務
室

、
社

宅
な

ど

ラ
ン

カ
シ

ヤ
ボ

イ
ラ

ー
（基

、
蒸

気
エ

ン
ジ

ン
（台

、
真

空
ポ

ン
プ

、
攪

拌
機

、
蒸

留
器

、
熱

風
乾

燥
機

な
ど

。
浸

出
器

と
し

て
（石（

（（0リ
ッ

ト
ル

）入
り

の
大

型
ド

ラ
ム

缶
（本

、
実

験
台

（台
と

実
験

器
具

機
械

な
ど（

元
酢

酸
工

場
の

機
械

）

（月
に

オ
オ

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ
の

研
究

者
の

紹
介

に
よ

り
、

彦
根

病
院

に
勤

務
し

て
い

た
若

い
医

学
士

を
杭

瀬
工

場
に

招
く

。
8月

に
乙

卯
研

究
所

か
ら

東
京

帝
国

大
学

医
学

部
出

身
の

薬
学

士
が

化
学

研
究

の
担

当
者

と
し

て
入

社
。

（（
専

用
の

浸
出

器
の

設
置

医
師

（名
、

薬
学

系
科

学
者

（名
が

新
た

に
入

社
。

こ
の

時
、

淀
川

工
場

の
人

員
は

（（名
、

浦
江

試
験

所
は

（0名
、

杭
瀬

工
場

は
（（名

に
増

加
。

（（
鉄

骨
、

ス
レ

ー
ト

葺
き

平
屋

建
て

の
第

（工
場

を
完

成

（（

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（階
建

て
の

研
究

所
を

新
築

。
研

究
所

の
建

物
は

延
べ

（（（坪
で

、
建

築
費

（（,（00円
。

（階
に

薬
理

実
験

室
（つ

、
化

学
実

験
室

（
つ

、
（階

に
化

学
実

験
室

（つ
、

化
学

天
秤

室
、

薬
品

室
、

図
書

室
、

地
下

室
に

動
物

実
験

室
、

ヂ
ギ

ダ
ミ

ン
試

験
室

、
倉

庫
を

設
置

。

出
所

：
塩

野
義

製
薬

株
式

会
社『

シ
オ

ノ
ギ

百
年

』（
（9（8年

）8（～
（（（頁

、
財

団
法

人
乙

卯
研

究
所

編『
乙

卯
研

究
所

小
史

』（
（00（年

）（～
（0頁

よ
り

作
成

。
注

（
：

前
掲『

乙
卯

研
究

所
小

史
』は

塩
野

義
製

薬
株

式
会

社
資

料
室

発
行（

（9（（年
）、

発
刊

の
原

文（
B（判

、
縦

書
、

全
（0頁

）を（
財

）乙
卯

研
究

所
に

お
い

て
A

（判
横

書
に

再
編

し
た

も
の

で
あ

る
。

乙
卯

研
究

所
は

（9（8年
に

財
団

法
人

に
改

組
。

　
（

：
（9（9年

年
株

式
会

社
塩

野
義

商
店

と
改

組
す

る
に

よ
っ

て
、

塩
野

製
薬

所
は「

塩
野

義
商

店
製

薬
部

」（
の

ち
に

淀
川

工
場

）と
よ

ば
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た

、
塩

野
製

薬
所

赤
穂

分
工

場
は

同
年

8月
千

種
製

薬
所

と
改

称
、

分
工

場
時

代
の

建
物

そ
の

他
一

切
が

（（,（（（円
を

も
っ

て
千

種
製

薬
所

に
譲

渡
さ

れ
、

別
会

社
と

な
っ

た
。
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品
の
販
売
を
行
う
薬
種
問
屋
の
業
務
が
経
営
の
中
心
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
輸
入
商
品
の
販
売
が
停
滞
す
る
な
か
で
、
自
家
製
薬
品

の
販
売
に
努
力
が
は
ら
わ
れ
た
。
一
九
二
一
年
三
月
に
は
、「
戦
後

薬
業
界
ニ
処
シ
中
央
市
場
ニ
於
ケ
ル
一
商
店
ト
シ
テ
尽
ス
ベ
キ
ノ
設

備
ト
将
来
活
躍
ノ
素
地
ヲ
作
ル
ベ
キ
必
要
ナ
ル
拡
張
ヲ
決
シ
、
従
来

本
社
製
薬
部
ノ
一
部
ニ
於
テ
兼
営
セ
ル
薬
品
試
験
部
ヲ
独
立
セ
シ
メ

浦
江
ニ
工
場
ヲ
建
築
シ
」（

（（
（

、
ま
た
一
九
二
二
年
五
月
、「
工
場
狭
隘
ノ

為
メ
製
造
操
作
上
ノ
支
障
ヲ
慮
リ
、
新
ニ
工
場
ヲ
買
収
シ
」（

（（
（

て
杭
瀬

工
場
と
し
た
。
こ
う
し
て
、
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
改
組
当
時
の
製

薬
部
（
通
称
海
老
江
工
場
（
に
加
え
、
三
つ
の
工
場
が
設
置
さ
れ
、

製
薬
事
業
へ
の
設
備
投
資
を
拡
大
し
た
。
明
治
期
と
大
正
期
の
塩
野

義
の
製
薬
事
業
の
発
展
を
比
較
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た
表
（
が

示
す
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
ま
で
の
工
場
は
小
さ
く
、
器
具
・
設
備

も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
の
自
家
製
新
薬
第
一
号

の
成
功
と
と
も
に
、
塩
野
製
薬
所
を
新
設
し
、
工
場
面
積
の
拡
大
や

建
物
の
改
善
を
み
た
が
、
器
具
・
設
備
な
ど
を
み
る
と
電
動
機
械
が

少
な
く
、
生
産
能
力
は
な
お
低
い
段
階
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
株

式
会
社
へ
の
改
組
後
、
浦
江
試
験
所
、
杭
瀬
工
場
を
新
築
し
、
敷
地

の
広
さ
も
工
場
の
規
模
も
拡
大
し
、
生
産
量
の
拡
大
に
応
じ
る
た
め

に
、
小
分
け
工
場
や
洗
瓶
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
使
用
器
具
や
設

備
も
改
組
前
よ
り
機
械
化
が
進
み
、
近
代
化
し
て
い
っ
た
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
研
究
施
設
の
完
備
も
、
そ
の
後
の
新
薬
開
発

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
塩
野
義
商
店
の
製
薬
事
業
は

株
式
会
社
改
組
後
の
工
場
の
新
築
・
拡
大
と
と
も
に
、
設
備
の
近
代

化
も
は
か
ら
れ
、
生
産
能
力
も
増
大
し
た
。
一
九
二
二
年
の
製
薬
関

係
の
資
産
は
総
資
産
の
二
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
経
営
の
中
心
も
薬

種
問
屋
の
業
務
か
ら
製
薬
会
社
の
事
業
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

（
4
）　
損
益
勘
定
の
分
析

　

表
（
と
同
じ
時
期
の
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の
損
益
計
算
書
の
検

討
を
行
う
た
め
に
表
（
を
作
成
し
た
。
同
表
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇

年
ま
で
収
益
全
体
の
七
～
八
割
が
「
売
上
商
品
利
益
」
か
ら
な
っ
て

い
る
こ
と
と
、
製
薬
事
業
に
関
わ
る
「
売
上
製
品
利
益
」
と
「
製
薬

部
利
益
」
を
合
わ
せ
る
と
総
利
益
の
一
～
二
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
事
業
の
中
心
が
薬
種
問
屋
の
業
務
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

　

当
期
純
利
益
の
動
向
を
み
る
と
、
改
組
以
降
し
ば
ら
く
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
輸
入
薬
品
の
在
庫
の
増
加
と
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薬
品
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
「
売
上
商
品
利

益
」
が
減
少
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
み
ら
れ

る
。
費
用
の
増
加
（
特
に
営
業
費
の
増
大
（
も

あ
ず
か
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
経
済
的
不
況
の

影
響
は
、
塩
野
義
商
店
の
輸
入
薬
品
に
関
す
る

利
益
の
減
少
に
繫
が
っ
た
。
他
方
、
既
述
の
よ

う
に
「
唯
自
家
製
品
ニ
於
テ
ハ
年
々
順
調
ニ
発

展
シ
」（

（（
（

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
二
一
年
下

期
と
一
九
二
三
年
上
期
の
営
業
報
告
書
に
よ
る

と
、「
製
品
ニ
於
テ
モ
販
売
数
順
次
増
加
ヲ
見
」（

（（
（

、

「
約
壱
割
以
上
ノ
増
額
ヲ
見
ル
ノ
好
結
果
ヲ
得

タ
リ
」（

（8
（

と
い
う
。
一
九
二
一
年
下
期
に
は
「
売

上
製
品
利
益
」
は
二
一
万
八
四
一
六
円
と
な
っ

て
お
り
、「
売
上
商
品
利
益
」
の
一
七
万
五
三

七
四
円
を
超
え
る
に
至
っ
た
。「
売
上
製
品
利

益
」、「
製
薬
部
利
益
」、「
試
験
部
利
益
」
を
合

わ
せ
る
と
、
製
薬
事
業
に
関
す
る
収
益
は
利
益

全
体
の
五
八
・
九
％
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し

て
、
以
降
、
収
益
の
中
心
は
製
薬
事
業
と
な
っ

た
。
一
方
、
営
業
費
は
株
式
会
社
に
改
組
以
降
、

表 7 　株式会社塩野義商店の比較損益計算書分析（（9（9～（（年）

（9（9年下 （9（0年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下

売 上 商 品 利 益 （90,（（（（ （0.9） （（0,（（（（ 8（.（） （（（,（（（（ （（.（） （0（,（8（（ （（.（） （（（,（80（ 8（.8）
売 上 製 品 利 益 （（,（（（（ （（.0） （,（0（（　0.8） （（8,（（（（ （（.（） （（8,（（（（ （0.（）
収 入 利 益 9,（0（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （,（（（（　0.（） （,8（8（　（.0） （,（0（（　0.8）
雑 益 （（,8（（（　（.（） （（,（89（　（.0） （（,（（（（　（.（） 8,08（（　（.（） （（,（（（（　（.（）
製 薬 部 利 益 9（,（（（（ （（.（） （（,（（0（　（.0） （8,（9（（ （（.（） （（,（（0（　（.0） （（（,（9（（ （（.（）
試 験 部 利 益 （9（（　0.（） （,0（（（　0.（）

計 （9（,（89（（00.0） （0（,（（（（（00.0） （（0,（8（（（00.0） （90,9（0（（00.0） （（9,（（（（（00.0）

容 器 損 （（,（（（（　8.8） （（,（88（ （（.（） （（,（（（（　（.（） （0,（（（（　（.（） （（,（（0（　（.（）
営 業 費 99,（9（（ （9.（） （（（,（0（（ （（.0） （（（,（（（（ （8.（） （（（,（（9（ （8.（） （（9,（（（（ （0.9）
広 告 費 99,（（（（ （（.（） （（（,（（（（ （0.（）
検 査 料 （（,（（8（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,9（0（　（.9） （（,0（9（　（.0） （（,（（8（　（.（）
研 究 費 （,9（（（　（.（） 9,（（（（　（.（） 8,（8（（　（.（） （0,（08（　（.（） （0,（（0（　（.（）
諸 償 却 金 （0,000（　（.0） （,000（　（.（） （,（00（　（.9） （（,（00（　（.0） （（,（00（　（.0）
杭 瀬 工 場 欠 損 （0,99（（　（.（）

小計 （（（,（（（（ （0.（） （（8,（（（（ 9（.8） （0（,（（（（ 8（.8） （9（,（（9（ 9（.（） （（9,9（（（ （（.（）

支 払 利 息 （（8（　0.（） （,（（（（　0.（） （,（（（（　（.（） （,（9（（　0.（） （,（（（（　0.（）
雑 損 （（　0.0） 8（0（　0.（） （（,（（8（　（.（） （,98（（　（.（） （（,9（（（　（.（）
当期所得税見積額 （00,000（ （9.（） （,000（　（.（） （0,000（　8.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（）
東京震災被害填補金 （（,（99（ （（.（）

小計 （00,（8（（ （9.8） （,（（（（　（.（） （（,9（（（ （（.（） （（,（（8（　8.（） （（（,8（8（ （（.（）

計 （（（,（（（（（00.0） （（（,（（8（（00.0） （（（,（（（（（00.0） （（9,（（（（（00.0） （8（,8（（（（00.0）

当 期 純 利 益 （（9,0（（  8（,（（9 （（（,9（9 （（（,（（（ （（（,（（8

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（9～（（
年より作成。

　注：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は％である。
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増
加
傾
向
を
示
し
、
一
九
二
〇
年
下
期
に
は
一
六
万
二
三
〇
一
円
と

な
り
、
費
用
全
体
の
七
二
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九

二
二
年
下
期
に
な
る
と
、「
営
業
費
」
は
「
営
業
費
」
と
「
広
告

費
」
に
分
割
し
て
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
両
者
と
も
に
増

大
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
営
業
費
」
お
よ
び
「
広
告
費
」
の
増
加
は
、

利
益
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
な
る
が
、
こ
れ
は
自
家
製
新
薬
の
販
路

を
拡
大
す
る
た
め
に
、
病
院
の
医
師
や
業
界
紙
に
積
極
的
に
宣
伝
を

行
っ
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
自
家
製
新
薬
の
生
産
・
販

売
の
拡
大
と
積
極
的
に
宣
伝
を
行
っ
た
結
果
、
大
正
末
年
の
半
期
の

販
売
高
は
四
二
一
万
三
二
八
一
円
と
な
り
、
新
薬
の
販
売
高
の
中
で

自
家
製
品
の
占
め
る
割
合
は
約
六
〇
％
と
な
る
に
至
っ
て
い
た
。（

（9
（

　

塩
野
義
は
薬
種
問
屋
と
し
て
出
発
し
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
製
薬

事
業
を
試
み
た
。
試
行
錯
誤
の
上
で
、
一
九
〇
八
年
に
自
家
新
薬
第

一
号
を
発
売
し
た
。
そ
の
後
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
洋

薬
製
造
の
国
産
化
が
進
み
、
塩
野
義
の
製
薬
事
業
も
こ
の
時
期
に
大

き
く
発
展
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
な
お
塩
野
義
の
事
業
は

薬
種
問
屋
の
業
務
を
中
心
と
し
て
い
た
。
塩
野
義
の
中
心
事
業
が
大

き
く
変
化
し
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
と
国
内
外
の
金

融
状
況
の
悪
化
に
よ
る
。
輸
入
薬
品
の
販
売
の
停
滞
を
受
け
、
一
九

一
九
年
の
株
式
会
社
改
組
後
に
、
三
つ
の
工
場
を
設
置
す
る
な
ど
、

初
代
義
三
郎
は
経
営
の
中
心
を
製
薬
事
業
の
拡
大
に
お
い
た
。
会
社

の
収
益
の
中
心
も
製
薬
事
業
へ
と
転
じ
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
以
来

薬
種
問
屋
か
ら
出
発
し
た
塩
野
義
三
郎
商
店
は
、
大
正
年
間
に
自
家

製
薬
品
の
生
産
販
売
の
拡
大
に
よ
り
、
主
要
事
業
を
薬
種
問
屋
か
ら

製
薬
事
業
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

三　

昭
和
期
の
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の
経
営
動
向

　

一
九
二
七
年
の
金
融
恐
慌
か
ら
、
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
、
三
〇

年
の
金
輸
出
解
禁
と
経
済
界
の
変
動
に
よ
る
不
況
の
深
刻
化
と
そ
れ

に
伴
う
購
買
力
の
減
退
に
よ
っ
て
、
昭
和
期
初
頭
に
は
薬
品
市
場
の

不
振
が
続
い
て
い
た
。
前
掲
表
（
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
七
年

か
ら
利
益
の
伸
び
が
鈍
化
し
、
三
〇
年
頃
に
は
「
売
買
利
益
ニ
於
テ

予
想
外
ナ
ル
縮
小
ヲ
来
シ
」（

（0
（

て
い
た
。
ま
た
、「
経
費
ノ
勘
定
ハ
近

年
著
シ
ク
膨
張
シ
、
試
ミ
ニ
今
期
営
業
費
並
ニ
広
告
費
ニ
対
シ
之
レ

ヲ
大
正
拾
年
後
半
期
ノ
ソ
レ
ト
比
較
ス
レ
バ
約
四
倍
強
ノ
増
額
ヲ
示

シ
」（

（（
（

て
お
り
、
純
利
益
は
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
初
期
の
対
払
込
資
本
金
利
益
率
は
大
正
期
よ
り
低

下
し
、
多
く
は
一
割
に
届
か
な
か
っ
た
。 

そ
の
後
、
一
九
三
一
年

の
満
州
事
変
と
金
輸
出
再
禁
止
に
よ
っ
て
、
利
益
が
再
び
上
昇
し
、

三
二
年
に
は
当
期
純
利
益
が
四
九
万
円
台
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
停
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滞
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
日
中
戦
争
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃

発
に
よ
り
、
軍
事
的
需
要
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
が
増
大

し
た
。

（
1
）　
自
社
製
薬
品
の
生
産
・
販
売
の
拡
大

　

表
8
に
掲
げ
た
一
九
二
〇
年
代
中
葉
か
ら
三
〇
年
代
中
葉
の
塩
野

義
商
店
の
比
較
貸
借
対
照
表
分
析
を
み
る
と
、「
東
京
出
張
所
及
工

場
勘
定
」（

（（
（

や
「
営
業
用
什
器
及
地
所
建
物
」
が
一
九
三
〇
年
代
中
葉

に
か
け
て
増
加
し
て
い
る
。
一
九
三
四
年
の
「
東
京
出
張
所
及
工
場

勘
定
」
と
一
九
二
七
年
の
そ
れ
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
二
倍
ほ
ど
の

増
大
で
あ
る
。
ま
た
、
表
（0
に
掲
げ
た
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
比
較

貸
借
対
照
表
分
析
を
み
る
と
、
一
九
三
五
年
以
降
、「
原
料
、
仕
掛

品
、
容
器
」
勘
定
の
増
加
が
み
ら
れ
、
自
家
製
薬
品
の
生
産
拡
大
を

示
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
に
は
「
原
料
、
仕
掛
品
、
容
器
」
勘
定

が
総
資
産
の
一
三
・
三
％
を
占
め
、「
地
所
、
建
物
、
機
械
、
工
具
、

什
器
、
備
品
」
勘
定
が
一
九
・
二
％
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
両

者
の
合
計
は
総
資
産
の
三
二
％
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
生
産
設

備
へ
の
投
資
が
拡
大
し
、
製
薬
事
業
が
塩
野
義
の
経
営
の
中
心
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
設
備
投
資
の
拡
大
が
、
新
た
な
自
家
製
薬
品
の
増
加

に
繫
が
っ
た
。
営
業
報
告
書
を
み
る
と
新
た
な
自
家
製
薬
品
の
発
売

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
九
年
以
降
の
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
、

整
理
し
た
も
の
が
表
（（
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
一
九
二
九
年
か

ら
自
家
製
薬
品
が
次
々
と
発
売
さ
れ
て
お
り
、
約
一
〇
年
あ
ま
り
で

六
〇
種
類
以
上
の
自
家
製
薬
品
が
市
場
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
薬
品
は
、
大
正
初
期
の
製
品
と
比
べ
る
と
生
産
量
・
技
術
性
と

も
に
伸
び
て
お
り
、
塩
野
義
商
店
の
製
薬
事
業
に
お
け
る
技
術
能
力

と
生
産
能
力
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
売
上
高
に
占
め

る
自
家
製
新
薬
の
比
率
は
一
九
四
〇
年
に
三
五
・
二
％
ま
で
増
大
し
、

自
家
製
局
方
品
を
加
え
る
と
売
上
全
体
の
約
半
分
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）　
販
売
拠
点
の
拡
大

　

自
家
製
新
薬
の
生
産
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
販
路
の
拡
大

が
必
要
と
な
り
、
京
都
・
名
古
屋
な
ど
に
事
務
所
を
置
く
と
と
も
に
、

海
外
に
も
駐
在
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
九
年
、
上
海
に
出
張
員
駐
在
所
を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
は

日
本
の
新
薬
メ
ー
カ
ー
の
中
国
進
出
の
最
初
の
事
例
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
に
か
け
て
、
満
州
、
旅
順
、
大
連

を
は
じ
め
、
台
湾
、
京
城
（
朝
鮮
（
ま
で
駐
在
所
を
置
き
（
後
に
出
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（9（9年下 （9（0年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下

（,（8（,（（（（ （（.8） （,89（,（9（（ （（.（） （,（90,（（（（ （9.（） （,（（（,（（8（（（.（） （,（（（,（（（（ （（.（） （,（（（,0（（（ （（.8）
80（,0（（（ （（.（） 880,89（（ （（.（） （（（,9（8（ （0.8） （,（（（,888（（（.（） （,0（（,（（（（　9.9） （,0（（,（（（（ （0.（）
（（9,9（（（　（.（） （（（,（9（（　（.9） （（8,0（（（　8.（） （（8,（（（（（0.0） （（9,（0（（　（.（） （（0,（（（（　（.（）
（（（,089（ （0.（） （（（,8（（（ （（.9） （（（,（（（（ （（.（） 8（（,（（（（（（.0） 99（,09（（　9.（） （,（（（,（（（（ （（.（）
（00,000（　（.（） （00,000（　（.（） （00,000（　（.（） （,（00,000（（（.（） （00,000（　（.9）
（（（,（0（（　（.9） （（8,（（（（　（.9） （9（,（（（（　（.（） （（（,（（（（　（.（） （（（,0（（（　（.（） （（（,8（（（　（.（）
9（（,8（0（ （（.8） （（（,9（（（ （（.（） （8（,9（9（ （0.（） 989,（8（（ （（.（） （,（0（,0（（（ （0.8） （,（（8,（（（（ （（.（）
（09,080（　（.（） （8,（（（（　（.（） （（,098（　（.（） （（,88（（　（.0） （08,（（（（　（.（） （（,（89（　0.（）

　
（,8（8（　0.0） （,（09（　0.0） （,（（0（　0.0） （,99（（　0.0） （,（（（（　0.0） （8,（（（（　0.（）

（（0,000（　（.（） （（0,000（　（.（） （（0,000（　（.（）

（,（（8,（（（（（00.0 （,（（（,9（（（（00.0） （,（88,（8（（（00.0） （,（8（,（0（（（00.0） （0,（（（,（（（（（00.0） （0,（（0,（（（（（00.0）

（（（,（（（（　（.（） （（（,（（（（　（.（） （99,（（（（　（.0） （8（,（08（　（.（） （（9,9（（（　（.（） （（0,（（0（　（.（）
　 8（,00（（　0.8） （（（,（（8（　（.（）

（,9（（,（99（ （0.9） （,（（8,（（（（ （（.（） （,（0（,（9（（ （（.0） （,（（（,（（（（ （（.（） （,88（,（（（（ （8.（） （,（（0,（9（（ （（.0）

（,000,000（ （（.（） （,000,000（ （（.0） （,000,000（ （（.9） （,000,000（ （8.（） （,000,000（ （8.8） （,000,000（ （9.（）
（9（,（00（　（.8） （（8,（00（　8.（） （（9,（00（　9.（） （（（,（00（　9.（） （00,（00（　（.8） （（8,（00（　（.（）
（8（,（0（（　（.9） （（（,（（（（　（.（） （（（,（98（　（.（） （88,（（（（　（.（） （08,（9（（　（.0） （（9,（（（（　（.（）

（0,（（（（　0.（） （（,（（9（　0.8）
（88,9（（（　（.0） （9（,000（　（.9） （（（,（0（（　（.（） （（（,（（9（　（.（） （（（,（8（（　（.（） （（（,8（（（　（.（）

（0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（）
（0（,0（8（　（.8） （（8,（（（（　（.（） （（（,（（（（　（.（） （（（,（9（（　9.（） 8（（,（（9（　8.0） （9（,0（8（　（.9）

（,（（8,（（（（（00.0） （,（（（,9（（（（00.0） （,（88,（8（（（00.0） （,（8（,（0（（（00.0） （0,（（（,（（（（（00.0） （0,（（0,（（（（（00.0）

表 9 　株式会社塩野義商店の比較損益計算書分析（（9（（～（（年）

（9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（8年下 （9（9年下 （9（0年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下
総 利 益 金 （（（,（（（（ 9（.（） （（（,（（（（ 9（.（） （9（,（80（ 9（.（） 8（（,（（（（ 98.（） 8（（,（（（（ 9（.（） 999,0（9（ 98.（） 88（,（（（（ 9（.（） 98（,0（（（ 9（.0） （,（9（,8（（（ 9（.（） （,（9（,（08（ 9（.（） （,（00,（98（ 9（.9）
収入利益及び雑益 （（,（0（（　（.（） （（,（0（（　（.（） （（,（9（（　（.9） （（,（（（（　（.8） （8,9（8（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.9） （（,（8（（　（.0） （（,9（8（　（.9） （9,8（（（　（.（） （（（,（（9（　8.（）

計 （（（,9（（（（00.0） （（（,（（（（（00.0） 8（（,（（（（（00.0） 8（9,（（（（（00.0） 89（,（（（（（00.0） （,0（（,（0（（（00.0） 9（（,9（9（（00.0） （,0（8,（（（（（00.0） （,（（（,（9（（（00.0） （,（（（,9（（（（00.0） （,（（（,（（（（（00.0）
容 器 使 用 高 （（,（98（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.8） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.8） （（,90（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （0,88（（　（.（） （（,0（9（　（.（） （（,（0（（　（.（）
営業費、広告費、
検査料、研究費 （0（,（（（（ 8（.（） （（（,（（0（ 88.8） （（（,0（9（ 8（.（） （（（,（0（（ 90.（） （（（,9（（（ 90.（） （08,（8（（ 88.（） （（（,（（（（ 8（.8） （9（,（（（（ 88.（） （（9,（9（（ （（.（） 8（（,880（ （（.0） （（（,（0（（ （9.8）
諸 償 却 金 （0,000（　（.（） （9,（（0（　（.（） （（,800（　（.（） （9,（（0（　（.（） （（,（00（　（.（） （（,（00（　（.（） （（,（00（　（.（） （（,800（　（.（） （00,000（ （（.（） （0,000（　（.（） 80,000（　8.（）
小 計 （（8,8（（（ 90.（） （（9,（（（（ 9（.（） （（（,（（（（ 9（.（） （0（,（（（（ 9（.9） （8（,0（（（ 9（.（） （（0,（（（（ 9（.9） （8（,9（（（ 9（.9） （（9,（（（（ 9（.（） （（0,（（（（ 8（.（） 88（,909（ 80.8） 8（（,（0（（ 89.（）
支払利息及雑損 （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.9） 8,（（9（　（.（） 9,（（（（　（.（） （（,988（　（.（） （8,8（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（9（（　（.（） （（,9（（（　（.（） （（（,0（0（ （（.（） （8,（（（（　（.0）
諸 税 引 当 金 （（,（00（　（.9） （0,000（　（.（） （（,000（　（.（） （0,000（　（.（） （（,000（　（.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（） （00,000（ （（.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（）
小 計 （（,（（（（　9.（） （（,（（（（　（.（） （0,（（9（　（.8） （9,（（（（　（.（） （0,988（　（.（） （8,8（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（9（（　（.（） （（（,9（（（ （（.（） （（（,0（0（ （9.（） 98,（（（（ （0.（）

計 （8（,（（（（（00.0） （8（,00（（（00.0） （9（,0（（（（00.0） （（（,0（（（（00.0） （（（,0（9（（00.0） （99,（（8（（00.0） （（（,（98（（00.0） （8（,（（（（（00.0） 8（（,（（（（（00.0） （,09（,9（9（（00.0） 9（（,（80（（00.0）
当 期 純 利 益 （（（,（8（ （8（,（（0 （（0,（（（ （0（,0（9 （（（,（（（ 　（（（,9（（ （8（,（（（ 　（（（,（（（ 　（9（,（（0 　（（8,99（ 　（（9,（（8

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（（～
（（年より作成。

　注：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は％であ
る。
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表 8 　株式会社塩野義商店の比較貸借対照表分析（（9（（～（（年）

（9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（8年下

販 売 先 （,889,（（（（ （（.（） （,0（（,（（0（ （（.（） （,8（（,（8（（ （9.（） （,809,（（8（ （（.（） （,（9（,（（0（ （9.（）
仕 入 商 品 及 製 品 （（（,8（8（ （（.（） （（（,（0（（ （（.（） （（8,（（0（ （（.（） （（0,（（（（　9.9） （（（,9（（（ （（.（）
金 銀、 銀 行 及 振 替 貯 金 （（（,（（（（　（.（） （99,0（0（　（.（） （（（,（（（（　9.8） （（（,（（（（ （（.8） （8（,9（（（　（.（）
有 価 証 券 及 受 取 手 形 （（（,88（（　（.（） （（（,（99（　（.（） （（0,（（8（ （（.0） （（（,9（（（ （0.（） （（（,80（（ （（.（）
未 払 込 資 本 金 （00,000（　（.（） （00,000（ （（.8） （00,000（　8.（）
営 業 用 什 器 及 地 所 建 物 （（,0（（（　（.（） （（（,（（（（　（.8） （0（,908（　（.（） （（8,（9（（　（.（） （（（,（（（（　（.（）
東 京 出 張 所 及 工 場 勘 定 8（（,（（0（ （0.（） 9（（,（（（（ （9.（） 880,（（（（ （8.9） 8（（,（（8（ （（.（） （（（,（（（（ （（.（）
他 店 出 資 金 及 予 納 金、 仮 出 金 （（（,（（（（　（.（） （（（,（（（（　（.（） （（,（（0（　0.8） （0（,（9（（　（.0） （0（,（9（（　（.8）
新 築 仮 出 金 （（0,（（（（　（.（）
出 張 所 及 駐 在 所 勘 定 （（（（　0.0） （8（（　0.0）
得 意 先 保 証 金 見 返 証 券 （（,（（0（　0.（）
従業員退職慰労基金見返信託預金

計 （,（（（,（（（（（00.0） （,9（9,80（（（00.0） （,（（8,（89（（00.0） （,（（（,（8（（（00.0） （,（8（,8（（（（00.0）

支 払 手 形 及 未 払 金 （（0,（（（（　（.（） （（（,（（（（　8.（） （9（,（0（（　8.（） （（8,0（（（　（.（） （08,（09（　（.（）
預 リ 保 証 金
買 入 先 （8（,（00（ （8.（） 8（（,（（（（ （（.（） （（9,（（（（ （（.（） 8（8,（8（（ （（.（） （,（88,（9（（ （（.（）
借 入 金 （00,000（　（.（）
社 員 身 元 保 証 金 及 仮 受 金 （0（,（（（（　（.（） （0（,（8（（　（.（） 9（,（（（（　（.0）
資 本 金 （,（00,000（ （（.（） （,000,000（ （0.（） （,000,000（ （（.0） （,000,000（ （（.8） （,000,000（ （（.8）
諸 積 立 金 （,0（（,000（ （（.（） （,（（（,000（ （（.（） （,0（（,（（（（ （（.（） （88,（00（ （（.（） （9（,（00（ （0.（）
損 失 補 填 積 立 金 （0（,0（（（　（.（） （（0,（（（（　（.9）
税 金 引 当 金 （（,（（（（　0.（）
従 業 員 退 職 慰 労 基 金 8（,（8（（　（.0） （0（,（（0（　（.（） （（（,9（（（　（.（） （（（,（（（（　（.（） （（8,（（（（　（.9）
故 塩 野 長 次 郎 氏 寄 贈 研 究 基 金
当 期 利 益 金 及 前 期 繰 越 金 （（0,（00（　（.9） （（（,（（（（　（.（） （（9,（（8（　（.9） （（（,（（8（　（.0） （（8,（（（（　（.（）

計 （,（（（,（（（（（00.0） （,9（9,80（（（00.0） （,（（8,（89（（00.0） （,（（（,（8（（（00.0） （,（88,8（（（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（（～（（年
より作成。

　注：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は％である。

表 9 　株式会社塩野義商店の比較損益計算書分析（（9（（～（（年）

（9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（8年下 （9（9年下 （9（0年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（（年下
総 利 益 金 （（（,（（（（ 9（.（） （（（,（（（（ 9（.（） （9（,（80（ 9（.（） 8（（,（（（（ 98.（） 8（（,（（（（ 9（.（） 999,0（9（ 98.（） 88（,（（（（ 9（.（） 98（,0（（（ 9（.0） （,（9（,8（（（ 9（.（） （,（9（,（08（ 9（.（） （,（00,（98（ 9（.9）
収入利益及び雑益 （（,（0（（　（.（） （（,（0（（　（.（） （（,（9（（　（.9） （（,（（（（　（.8） （8,9（8（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.9） （（,（8（（　（.0） （（,9（8（　（.9） （9,8（（（　（.（） （（（,（（9（　8.（）

計 （（（,9（（（（00.0） （（（,（（（（（00.0） 8（（,（（（（（00.0） 8（9,（（（（（00.0） 89（,（（（（（00.0） （,0（（,（0（（（00.0） 9（（,9（9（（00.0） （,0（8,（（（（（00.0） （,（（（,（9（（（00.0） （,（（（,9（（（（00.0） （,（（（,（（（（（00.0）
容 器 使 用 高 （（,（98（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.8） （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.8） （（,90（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （0,88（（　（.（） （（,0（9（　（.（） （（,（0（（　（.（）
営業費、広告費、
検査料、研究費 （0（,（（（（ 8（.（） （（（,（（0（ 88.8） （（（,0（9（ 8（.（） （（（,（0（（ 90.（） （（（,9（（（ 90.（） （08,（8（（ 88.（） （（（,（（（（ 8（.8） （9（,（（（（ 88.（） （（9,（9（（ （（.（） 8（（,880（ （（.0） （（（,（0（（ （9.8）
諸 償 却 金 （0,000（　（.（） （9,（（0（　（.（） （（,800（　（.（） （9,（（0（　（.（） （（,（00（　（.（） （（,（00（　（.（） （（,（00（　（.（） （（,800（　（.（） （00,000（ （（.（） （0,000（　（.（） 80,000（　8.（）
小 計 （（8,8（（（ 90.（） （（9,（（（（ 9（.（） （（（,（（（（ 9（.（） （0（,（（（（ 9（.9） （8（,0（（（ 9（.（） （（0,（（（（ 9（.9） （8（,9（（（ 9（.9） （（9,（（（（ 9（.（） （（0,（（（（ 8（.（） 88（,909（ 80.8） 8（（,（0（（ 89.（）
支払利息及雑損 （（,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.9） 8,（（9（　（.（） 9,（（（（　（.（） （（,988（　（.（） （8,8（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（9（（　（.（） （（,9（（（　（.（） （（（,0（0（ （（.（） （8,（（（（　（.0）
諸 税 引 当 金 （（,（00（　（.9） （0,000（　（.（） （（,000（　（.（） （0,000（　（.（） （（,000（　（.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（） （00,000（ （（.（） （0,000（　（.（） （0,000（　（.（）
小 計 （（,（（（（　9.（） （（,（（（（　（.（） （0,（（9（　（.8） （9,（（（（　（.（） （0,988（　（.（） （8,8（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （（,（9（（　（.（） （（（,9（（（ （（.（） （（（,0（0（ （9.（） 98,（（（（ （0.（）

計 （8（,（（（（（00.0） （8（,00（（（00.0） （9（,0（（（（00.0） （（（,0（（（（00.0） （（（,0（9（（00.0） （99,（（8（（00.0） （（（,（98（（00.0） （8（,（（（（（00.0） 8（（,（（（（（00.0） （,09（,9（9（（00.0） 9（（,（80（（00.0）
当 期 純 利 益 （（（,（8（ （8（,（（0 （（0,（（（ （0（,0（9 （（（,（（（ 　（（（,9（（ （8（,（（（ 　（（（,（（（ 　（9（,（（0 　（（8,99（ 　（（9,（（8

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（（～
（（年より作成。

　注：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は％であ
る。
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張
所
や
支
店
と
し
た
場
合
も
あ
る
（、
宣
伝
・
販
売
活
動
を

行
っ
た
。
前
掲
の
表
8
を
み
る
と
、「
出
張
所
及
駐
在
所

勘
定
」
が
一
九
二
九
年
か
ら
増
大
し
て
お
り
、
一
九
三
四

年
に
は
一
万
八
三
三
三
円
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の

よ
う
な
各
地
や
海
外
の
出
張
員
駐
在
所
な
ど
の
設
置
が

「
出
張
所
及
駐
在
所
勘
定
」
の
増
加
の
原
因
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
駐
在
所
の
設
置
と
と
も
に
、
宣
伝
・
販
売
活
動

も
行
わ
れ
、「
営
業
費
、
広
告
費
、
検
査
料
、
研
究
費
」

の
増
加
（
特
に
一
九
三
五
年
以
降
（
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
で
あ
る
（
表
9
、
表
（（
を
参
照
（。
そ
の
結
果
、
一
九
四

〇
年
の
販
売
高
の
地
域
別
比
率
を
み
る
と
、
内
地
が
七

一
・
五
％
、
外
地
が
二
八
・
五
％
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
販
売
拠
点
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
地
方
の
株
主
も
増

加
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
株
主
数
と
そ
の
持
株
数
の
階
層
構
成
を
前

掲
の
表
（
で
み
て
お
く
と
、
義
三
郎
の
持
株
数
は
一
九
三

三
年
上
期
に
全
体
の
四
四
・
四
％
と
な
り
、
以
降
減
少
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
、
一
九
四
一
年
に
三
六
・
三
％
に
減
少

し
た
。
こ
う
し
て
、
塩
野
一
族
の
持
株
数
は
株
式
会
社
改

組
当
時
の
七
割
あ
ま
り
か
ら
六
割
未
満
に
減
少
し
た
。
他

表10　株式会社塩野義商店の比較貸借対照表分析（（9（（～（0年）

（9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（8年下 （9（9年下 （9（0年下
販 売 先 （,（9（,（（9（ （9.9） （,（（（,（（（（ （（.9） （,8（（,（（（（ （（.0） 8,（（（,88（（ （（.8） 8,（（（,（（（（ （（.（） （,（9（,0（（（ （9.0）
仕 入 商 品 及 製 品 （,（（（,8（（（　9.（） （,8（8,（0（（ （（.9） （,9（8,（（（（ （（.9） （,09（,8（（（ （（.9） （,（0（,（（（（ （（.（） （,（（（,0（（（ （（.（）
受取手形、金銀、銀行、振替貯金 988,（00（　8.（） （（（,（（（（　（.（） （（8,990（　（.（） 9（（,0（0（　（.（） 9（0,（（（（　（.（） （,（（8,（（（（ （0.（）
他 店 出 資 金 及 有 価 証 券 888,（（（（　（.（） 9（（,（（（（　（.（） （,0（（,（8（（　（.（） （,（（（,8（（（　（.（） （,09（,（（9（　（.（） （,9（8,（（（（　（.8）
未 払 込 資 本 金 （00,000（　（.（） （,8（（,000（ （（.（） （,8（（,000（ （（.（） （,（00,000（　8.（） （,000,000（　（.0） （　　）
原 料、 仕 掛 品、 容 器 （（8,0（（（　（.8） 8（（,（（8（　（.（） 9（（,0（（（　（.8） （,（0（,（（（（　（.（） （,（8（,（（0（ （（.0） （,（09,0（0（ （（.（）
地 所 、 建 物 、 機 械 、
工 具 、 什 器 、 備 品 （,（（（,（0（（ （（.（） （,8（（,（08（ （（.（） （,98（,（9（（ （（.0） （,08（,（（（（ （（.8） （,9（（,（（9（ （（.8） （,（（（,（9（（ （9.（）
予 納 金、 保 証 差 入 有 価 証 券、
仮 出 金、 出 張 所 及 駐 在 所 勘 定 （（,（8（（　0.（） （（（,（（0（　0.9） （（（,（0（（　0.（） （0（,9（（（　（.（） （（（,（（9（　（.（） （,0（（,9（（（　（.（）
従業員退職慰労基金見返信託預金 （（（,9（（（　（.（） （（（,0（（（　0.8） （（（,（（（（　0.8） （（（,909（　0.8） （（（,0（（（　0.（） （（（,（（（（　0.（）

計 （（,（（0,（（（（（00.0） （（,（（（,（（（（（00.0） （（,（0（,（（（（（00.0） （（,（（0,09（（（00.0） （9,8（9,（（（（（00.0） （（,8（（,（（（（（00.0）
預 リ 保 証 金、 仮 受 金、
未 払 金 及 支 払 手 形 （,（（（,（（（（　9.（） （,99（,（（（（ （（.9） （,（0（,8（（（ （（.9） （,（（（,（0（（ （（.9） （,（8（,（9（（ （8.（） （,（（（,（（（（ （（.（）
買 入 先 （,（（（,（0（（ （（.（） （,8（（,（（8（ （（.（） （,（（（,（8（（ （（.（） （,（（8,（（（（ （0.（） （,（8（,（（（（ （（.（） （,（（（,0（（（　（.（）
資 本 金 （,000,000（ （（.（） （,（00,000（ （8.（） （,（00,000（ （（.（） （,（00,000（ （（.（） （,（00,000（ （（.8） （,（00,000（ （0.（）
諸 積 立 金 （8（,（00（　（.（） （0（,（00（　（.9） （（（,（00（　（.0） （,0（9,（00（　（.9） （,（0（,（00（　（.（） （,（9（,（00（　8.8）
損失補填積立金、従業員退職慰労基
金、税金引当金 （0（,（8（（　（.（） 8（（,9（（（　（.（） （,（（0,9（（（　（.（） （,（（0,（0（（　9.8） （,880,（0（（ （（.（） （,（（（,（（（（ （9.（）
故 塩 野 長 次 郎 氏 寄 贈 研 究 基 金 （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（）
前 期 繰 越 金 及 当 期 利 益 金 （8（,9（（（　（.8） （（（,（（（（　（.（） （,（（（,（（0（　（.8） （,（（9,（（（（　8.（） （,（（（,（（（（ （（.（） （,（（9,0（0（ （0.（）

計 （（,（（0,（（（（（00.0） （（,（（（,（（（（（00.0） （（,（0（,（（（（（00.0） （（,（（0,09（（（00.0） （9,8（9,（（（（（00.0） （（,8（（,（（（（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（（
～（0年より作成。

注 （：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は%で
ある。

　 （：（9（8年下期から「故塩野長次郎氏寄贈研究基金」に「故澤田久吉氏寄贈特殊奨励基金」を加え
るようになった。
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方
、
一
九
二
七
年
以
降
の
増
資
に
つ
れ
て
、
株
主
数
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
階
層
的
に
み
る
と
、
四
〇
〇
株

未
満
の
株
主
お
よ
び
持
株
数
の
増
加
が
み
ら
れ
、
一
九
四

一
年
に
は
五
〇
株
未
満
層
の
株
主
数
の
増
加
が
顕
著
で

あ
っ
た
。
前
掲
の
表
（
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
株
主
の

地
域
別
構
成
を
み
る
と
、
兵
庫
・
そ
の
他
の
株
主
が
増
加

し
て
お
り
、
一
九
四
一
年
の
そ
の
他
の
地
域
の
株
主
数
は

株
主
総
数
の
二
七
％
あ
ま
り
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
他
の

地
域
の
株
主
の
持
株
数
も
全
体
の
一
〇
％
あ
ま
り
と
な
り
、

兵
庫
の
株
主
の
持
株
数
と
合
わ
せ
る
と
三
七
％
ほ
ど
を
占

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
阪
を
拠
点
と
し
た
塩
野
義
商
店
は
、
自
家
製
薬
品
の

製
造
・
販
売
の
拡
大
と
と
も
に
、
販
売
拠
点
も
大
阪
か
ら

各
地
に
広
が
り
、
満
州
事
変
や
日
中
戦
争
の
影
響
の
も
と

に
、
海
外
ま
で
広
が
っ
た
。
ま
た
、
自
家
製
薬
品
を
海
外

へ
販
売
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
九
四
〇
年
満
州
国
法
人

「
塩
野
義
薬
品
株
式
会
社
」
や
、
四
二
年
の
朝
鮮
で
の

「
日
窒
塩
野
製
薬
株
式
会
社
」
設
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

塩
野
義
は
製
薬
事
業
も
海
外
に
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
一
九
四
三
年
七
月
一
〇
日
に
、
社
名
を
「
株

表10　株式会社塩野義商店の比較貸借対照表分析（（9（（～（0年）

（9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（8年下 （9（9年下 （9（0年下
販 売 先 （,（9（,（（9（ （9.9） （,（（（,（（（（ （（.9） （,8（（,（（（（ （（.0） 8,（（（,88（（ （（.8） 8,（（（,（（（（ （（.（） （,（9（,0（（（ （9.0）
仕 入 商 品 及 製 品 （,（（（,8（（（　9.（） （,8（8,（0（（ （（.9） （,9（8,（（（（ （（.9） （,09（,8（（（ （（.9） （,（0（,（（（（ （（.（） （,（（（,0（（（ （（.（）
受取手形、金銀、銀行、振替貯金 988,（00（　8.（） （（（,（（（（　（.（） （（8,990（　（.（） 9（（,0（0（　（.（） 9（0,（（（（　（.（） （,（（8,（（（（ （0.（）
他 店 出 資 金 及 有 価 証 券 888,（（（（　（.（） 9（（,（（（（　（.（） （,0（（,（8（（　（.（） （,（（（,8（（（　（.（） （,09（,（（9（　（.（） （,9（8,（（（（　（.8）
未 払 込 資 本 金 （00,000（　（.（） （,8（（,000（ （（.（） （,8（（,000（ （（.（） （,（00,000（　8.（） （,000,000（　（.0） （　　）
原 料、 仕 掛 品、 容 器 （（8,0（（（　（.8） 8（（,（（8（　（.（） 9（（,0（（（　（.8） （,（0（,（（（（　（.（） （,（8（,（（0（ （（.0） （,（09,0（0（ （（.（）
地 所 、 建 物 、 機 械 、
工 具 、 什 器 、 備 品 （,（（（,（0（（ （（.（） （,8（（,（08（ （（.（） （,98（,（9（（ （（.0） （,08（,（（（（ （（.8） （,9（（,（（9（ （（.8） （,（（（,（9（（ （9.（）
予 納 金、 保 証 差 入 有 価 証 券、
仮 出 金、 出 張 所 及 駐 在 所 勘 定 （（,（8（（　0.（） （（（,（（0（　0.9） （（（,（0（（　0.（） （0（,9（（（　（.（） （（（,（（9（　（.（） （,0（（,9（（（　（.（）
従業員退職慰労基金見返信託預金 （（（,9（（（　（.（） （（（,0（（（　0.8） （（（,（（（（　0.8） （（（,909（　0.8） （（（,0（（（　0.（） （（（,（（（（　0.（）

計 （（,（（0,（（（（（00.0） （（,（（（,（（（（（00.0） （（,（0（,（（（（（00.0） （（,（（0,09（（（00.0） （9,8（9,（（（（（00.0） （（,8（（,（（（（（00.0）
預 リ 保 証 金、 仮 受 金、
未 払 金 及 支 払 手 形 （,（（（,（（（（　9.（） （,99（,（（（（ （（.9） （,（0（,8（（（ （（.9） （,（（（,（0（（ （（.9） （,（8（,（9（（ （8.（） （,（（（,（（（（ （（.（）
買 入 先 （,（（（,（0（（ （（.（） （,8（（,（（8（ （（.（） （,（（（,（8（（ （（.（） （,（（8,（（（（ （0.（） （,（8（,（（（（ （（.（） （,（（（,0（（（　（.（）
資 本 金 （,000,000（ （（.（） （,（00,000（ （8.（） （,（00,000（ （（.（） （,（00,000（ （（.（） （,（00,000（ （（.8） （,（00,000（ （0.（）
諸 積 立 金 （8（,（00（　（.（） （0（,（00（　（.9） （（（,（00（　（.0） （,0（9,（00（　（.9） （,（0（,（00（　（.（） （,（9（,（00（　8.8）
損失補填積立金、従業員退職慰労基
金、税金引当金 （0（,（8（（　（.（） 8（（,9（（（　（.（） （,（（0,9（（（　（.（） （,（（0,（0（（　9.8） （,880,（0（（ （（.（） （,（（（,（（（（ （9.（）
故 塩 野 長 次 郎 氏 寄 贈 研 究 基 金 （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（） （0,000（　0.（）
前 期 繰 越 金 及 当 期 利 益 金 （8（,9（（（　（.8） （（（,（（（（　（.（） （,（（（,（（0（　（.8） （,（（9,（（（（　8.（） （,（（（,（（（（ （（.（） （,（（9,0（0（ （0.（）

計 （（,（（0,（（（（（00.0） （（,（（（,（（（（（00.0） （（,（0（,（（（（（00.0） （（,（（0,09（（（00.0） （9,8（9,（（（（（00.0） （（,8（（,（（（（（00.0）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（（
～（0年より作成。

注 （：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は%で
ある。

　 （：（9（8年下期から「故塩野長次郎氏寄贈研究基金」に「故澤田久吉氏寄贈特殊奨励基金」を加え
るようになった。
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式
会
社
塩
野
義
商
店
」
か
ら
「
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
」
に
改
称
し

た
。（

（（
（

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
塩
野
義
の
一
八
七
八
年
の
創
業
か
ら
一
九
四
三
年
ま

で
の
事
業
活
動
、
と
り
わ
け
株
式
会
社
改
組
後
の
一
九
一
九
年
以
降

の
経
営
動
向
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
検
討
結

果
を
あ
ら
た
め
て
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

薬
種
問
屋
と
し
て
創
業
し
た
塩
野
義
三
郎
商
店
は
、
創
業
当
時
和

漢
薬
を
中
心
に
し
て
い
た
が
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
洋
薬
を
扱

う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
初
代
塩
野
義
三
郎
は
薬
種
問
屋
を
経
営

し
つ
つ
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
製
薬
事
業
を
試
み
た
。
同
事
業
は
第

一
次
世
界
大
戦
期
に
大
き
く
成
長
す
る
。
こ
う
し
て
、
薬
種
問
屋
の

業
務
を
経
営
の
中
心
と
し
な
が
ら
、
製
薬
事
業
の
基
盤
を
固
め
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
に
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
へ
と
改

組
し
た
。
株
式
会
社
へ
の
改
組
後
、
国
内
外
の
経
済
不
況
に
よ
る
輸

入
薬
品
の
販
売
不
振
の
な
か
で
、
製
薬
事
業
の
拡
大
に
重
点
を
お
き
、

自
家
製
薬
品
の
製
造
・
販
売
に
力
を
い
れ
た
。
大
正
期
に
は
、
株
式

会
社
塩
野
義
商
店
の
自
家
製
薬
品
の
収
益
は
次
第
に
利
益
の
中
心
と

な
り
、
塩
野
義
は
製
薬
会
社
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
〇
年

表11　株式会社塩野義商店の比較損益計算書分析（（9（（～（0年）

（9（（年下 （9（（年下 （9（（年下 （9（8年下 （9（9年下 （9（0年下

総 利 益 金 （,（98,（（（（ 9（.（） （,（89,（（（（ 90.9） （,（（0,9（（（ 9（.（） （,8（（,（（（（ 9（.9） （,（（8,0（（（ 98.（） （,（（（,0（0（ 9（.0）
受 取 配 当 金、
受 取 利 息 及 雑 益 （（,（80（　（.9） （（9,（（（（　9.（） 8（,（9（（　（.9） （0,（（（（　（.（） 8（,（90（　（.8） （09,8（（（　（.（）

製薬部各工場利益 （（0,0（（（　（.（）

計 （,（（（,（（（（（00.0） （,9（8,（88（（00.0） （,（（8,（（（（（00.0） （,9（（,（（（（（00.0） （,（（（,（0（（（00.0） （,（90,9（8（（00.0）

容 器 使 用 高 （（,（（（（　（.（） （0,（（9（　（.8） （（,（（9（　（.（） （（,0（（（　（.9）
広告費、営業費、（検
査料）、及研究調査費 （（8,8（（（ （（.（） （,（0（,99（（ （8.8） （,（09,8（0（ （（.8） （,（（（,（（0（ （（.（） （,0（9,（（（（ （9.0） （,098,（（0（ （8.（）

製 薬 部・ 杭 瀬・
浦 江 工 場 損 失 金 （（（,8（（（　（.（）

諸 償 却 金 （（0,000（ （（.（） （00,000（　（.（） （00,000（　（.（） （00,000（　（.（） （00,000（　（.9） （00,000（　（.8）
配給費及小分包装料 （（（,（（0（　（.（）

小 計 9（（,（（（（ 8（.（） （,（（（,（（（（ 8（.（） （,（（（,（89（ （（.（） （,（（（,（（（（ （0.9） （,（（（,（89（ （9.9） （,（98,（（0（ （（.（）

支 払 利 息 及 雑 損 （（,8（9（　（.（） （0,098（　（.（） （（,（0（（　（.（） 89,（（（（　（.（） （（,（（（（　（.（） （00,9（0（　（.8）
税 金 引 当 金 （00,000（　9.（） （（0,000（　9.（） （（0,000（ （（.（） （（0,000（ （（.0） （,000,000（ （8.（） （,（00,000（ （（.（）

小 計 （（（,8（9（ （（.9） （（0,098（ （（.（） （0（,（0（（ （（.（） （（9,（（（（ （9.（） （,0（（,（（（（ （0.（） （,（00,9（0（ （8.9）

計 （,0（（,（（（（（00.0） （,（（（,（（9（（00.0） （,（（（,890（（00.0） （,（9（,（（（（（00.0） （,（08,（（（（（00.0） （,（99,080（（00.0）

当 期 純 利 益 　（9（,（9（ 　（（（,（（0 　（90,（（（ 　（（（,（（（ （,（（（,989 　99（,8（8

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月 至第四四期昭和一六年五月）』（9（（～（0年
より作成。

注 （ ：各期末の数値は各年度の下期のそれであり、実数の単位は円、（　）の構成比の単位は％である。
　 （：（9（（年下期以降「容器使用高」に検査料を加え「容器使用高と検査料」となる。一方、「広告費、営業

費、（検査料）、及研究調査費」はそれ以降、「広告費、営業費及研究調査費」となる。
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発売時期 薬品名及び効用

（9（9上 止血剤「ケージン」

（9下

妊娠中毒症新薬「ゲネゾール」
神経痛内服薬「ヂノミン」
驅黴剤「スピロヂン」
整腸剤「ビオゼニン」
治淋剤「パンセイプチン」
汗疱治療剤「プンホリン」
防虫剤「ペルマ」

（0上 「ゲルバミン」

（0下 「塩野アスピリン」等

（（上 結核新薬「ヤトコニン」

（（下
結核性解熱剤「エチナール」
鎮痛鎮静剤「ナセドール」等

（（上 「ハセスロール」其他

（（下 「バシロファゴール」其他

（（上 「ムルチン」

（（下 「コルニヂン」「マダルモン」等

（（上 「プレホルモン」

（（下

制酸剤「ケルザリン」
血圧降下剤「ハセスロール」注射液
強心呼吸中樞興奮剤「コルニヂン」
催眠鎮静剤「ドルミン」錠

（（上
喘息・百日咳・強咳治療剤「タカスチン」
新制酸緩下剤「マグネミヤミルク」等

（（下

注射用腸蠕動亢進剤「ワゴスチグミン」
恒久性不整脈治療剤「イレグリン」
陣痛催進剤「ネオゲブルチン」
合成男性ホルモン複合剤「ホルトン」
強心薬煎用「ヂギタリス」等

発売時期 薬品名及び効用

（9（（上 強心利尿剤「ブホタリス」
強力尿路殺菌剤「サヤウリン」
純ビタミンC製剤「アスコイル」
新局麻酔剤「ナルカイン」等

（（下 

純粋結晶ビタミンB注射剤
「ネオバラブトリン」
深達性殺菌消毒剤「タルタリン」
連鎖状球菌並葡萄状球菌性諸感染ノ化学
療法剤「アクチゾール」等

（8上
深部及表面殺菌消毒剤「リバセポン」
深達性殺菌消毒兼刺戟体療法剤

「ヤバニン」等

（8下
肝臓解毒機能亢進剤「ゲドックス」
非經口的硫黄療法剤「イオール」
栄養賦形剤「ミラール」等

（9上

アメーバ赤痢特効剤「ホメチン」錠
非アルカロイド性鎮痛解熱剤「セデス」
最新強壮剤「トニロップ」
葡萄状球菌性化学療法剤

「ウリノーゲン」等

（9下

胆囊造影剤「シャッテン」
連鎖状並ニ葡萄状球菌性諸疾患及ビ淋疾
ニ対スル化学療法注射剤「アクチワイス」
淋疾治療剤「オブタール油」
肺炎化学療法「アヂプロン」等

（0上

内服用防腐止瀉剤「アメーバ」
赤痢特効剤「ホメチン」粉末
肺炎化学療法剤「アヂプロン」注射液
非アルカロイド性鎮痛解熱剤

「セデス」錠剤其他

（0下 駆黴剤「ネオスピロザン」　

（（上 ビタミンBC複合注射剤「ユバモン」等

表12　昭和期の新薬品の発売（一部）

出所：株式会社塩野義商店『営業報告書（自第一期大正八年六月　至第四四期昭和一六年五月）』（9（9～（（
年より作成。
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代
に
入
り
、
自
家
製
新
薬
の
製
造
・
販
売
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
販
売

拠
点
も
大
阪
か
ら
各
地
に
広
が
り
、
海
外
進
出
も
み
ら
れ
た
。
一
九

四
三
年
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
社
名
を
「
塩
野
義
商

店
」
か
ら
「
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
」
と
改
称
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
主
に
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
の
『
営
業
報
告
書
』
に

基
づ
い
て
、
若
干
の
分
析
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
株
式
会
社
塩
野
義

商
店
の
営
業
報
告
書
は
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
必
ず
し

も
そ
の
記
述
は
同
一
と
は
言
い
難
く
、
一
九
二
四
年
以
降
、
貸
借
対

照
表
・
損
益
計
算
書
の
記
載
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

全
体
を
同
一
の
基
準
で
分
析
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
な
る

べ
く
継
続
性
を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
て
検
討
し
た
。
本
稿
は
塩
野
義

商
店
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
同
業
他
社
と
の
比
較
研
究
も
重
要
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
（
（　

レ
オ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
ら
は
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日

し
、
大
学
東
校
の
医
学
教
育
制
度
を
改
革
し
、
近
代
日
本
の
医
学

教
育
制
度
を
整
備
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
西
川
隆
『
く
す

り
の
社
会
誌
─
人
物
と
時
事
で
読
む
（（
話
─
』（
薬
事
日
報
社
、

二
〇
一
〇
年
（
三
五
～
三
八
頁
を
参
照
。

（
（
（　

日
本
薬
史
学
会
編
『
日
本
医
薬
品
産
業
史
』（
薬
事
日
報
社
、

一
九
九
五
年
（
二
三
～
五
〇
頁
を
参
照
。

（
（
（　

山
下
麻
衣
『
医
薬
を
近
代
化
し
た
研
究
と
戦
略
』（
芙
蓉
書
房

出
版
、
二
〇
一
〇
年
（。

（
（
（　

安
士
昌
一
郎
「
日
本
国
内
医
薬
品
産
業
社
史
に
関
す
る
一
考

察
」（
法
政
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン

タ
ー
『
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
』
№
（（
、
二
〇
〇
九
年
（。

（
（
（　
『
シ
オ
ノ
ギ
百
年
』（
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
、
一
九
七
八
年
（

二
六
～
一
〇
二
頁
を
参
照
。

（
（
（　

前
掲
『
日
本
医
薬
品
産
業
史
』
五
六
～
五
八
頁
を
参
照
。

（
（
（　

塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
資
料
室
発
行
『
乙
卯
研
究
所
小
史
』

（
一
九
六
七
年
（
三
～
八
頁
を
参
照
。

（
8
（　

株
式
会
社
塩
野
義
商
店
『
営
業
報
告
書
（
自
第
一
期
大
正
八
年

六
月 

至
第
四
四
期
昭
和
一
六
年
五
月
』
一
九
一
九
年
上
期
を
参
照
。

（
9
（　

同
右
、
一
九
二
一
年
上
期
。

（
（0
（　

同
右
、
一
九
二
四
年
下
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
五
年
上
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
〇
年
上
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
〇
年
下
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
一
年
上
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
二
年
上
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
〇
年
下
期
。

（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
一
年
下
期
。

（
（8
（　

同
右
、
一
九
二
三
年
上
期
。

（
（9
（　

前
掲
『
シ
オ
ノ
ギ
百
年
』
一
六
六
頁
を
参
照
。

（
（0
（　

前
掲
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
『
営
業
報
告
書
』
一
九
三
〇
年
上

期
。
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（
（（
（　

同
右
、
一
九
二
九
年
下
期
。

（
（（
（　

前
掲
株
式
会
社
塩
野
義
商
店
『
営
業
報
告
書
』
に
基
づ
い
て
作

成
し
た
表
8
で
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
三
四
年
ま
で
「
東
京

出
張
所
及
工
場
勘
定
」
と
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
の
詳
細

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
表
（
に
示
し
た
一
九
二
三
年
の
「
東

京
出
張
所
」
勘
定
に
は
四
一
四
六
円
と
あ
り
、
一
九
二
四
年
の

「
東
京
出
張
所
及
工
場
勘
定
」
八
六
万
六
六
七
〇
円
と
な
っ
て
い

る
か
ら
、「
東
京
出
張
所
及
工
場
勘
定
」
の
大
部
分
は
「
工
場
勘

定
」
か
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
（　

前
掲
『
シ
オ
ノ
ギ
百
年
』
一
七
六
～
二
一
五
頁
を
参
照
。

受
付
日　

二
〇
一
二
年
九
月
三
〇
日
／
受
理
日　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
九
日

（
ち
ょ
う
　
ぶ
ん
え
ん
・
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

博
士
課
程
後
期
課
程
）




